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　鹿児島県教育委員会では，一般県道小山田谷山線改良工事に伴い，

平成７年度から埋蔵文化財の調査を実施してまいりました。

　本報告書は，その中から「横井竹ノ山遺跡」の発掘調査の記録を

まとめたものです。

　当遺跡では，旧石器時代終末から縄文時代草創期にかけての大規

模な石器群が発見され，多大な成果を収めました。特に細石刃核，

石鏃，土器の伴出については資料の少ないこの時期の様相を解明す

るうえで貴重な資料として注目されます。

　また，古代の合わせ口�の出土とその墨書についても注目された

ところです。

　本書を今後の文化財保護の推進や学術研究のための資料として多

くの方々に活用していただければ幸いです。

　最後に，調査にあたりましてご協力いただいた県土木部道路建設

課をはじめ，調査関係者の皆様に心から感謝の意を表します。

　平成１６年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　　

所　長　　木　原　俊　孝　　
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１　本書は，鹿児島県立埋蔵文化財センターが発掘調査・整理作業・報告書作成を行った横井竹ノ

山遺跡の報告書である。

２　発掘調査は鹿児島県立埋蔵文化財センターが，鹿児島県土木部伊集院土木事務所の依頼を受け，

県道小山田・谷山線改良工事に伴う事前調査として実施した。

３　本書に関わる整理作業及び報告書の作成，執筆，編集は鹿児島県立埋蔵文化財センターにおい

て桑波田武志が担当した。

４　本遺跡では調査範囲を１０ｍ四方の大グリッドで区切り，南から北へはアラビア数字を，西から

東へはアルファベットを用いて区分けした。整理作業の際には大グリッドをさらに１００個の小グ

リッドに細分し，北から南へアラビア数字を，東から西へアルファベットの小文字を用いて区分

けした。遺物座標は縦軸をＸ，横軸をＹとし，大グリッドはＡ－８区左下を（Ｘ，Ｙ）＝（０，０）

とする。

５　本書で用いた標高（Ｚ座標）は全て海抜高度を示す。

６　石器の挿図縮尺はⅧ層の遺物は２／３，Ⅶ層の遺物は１／１を基本とし，一部大型石器につい

ては１／２としている。図版組は肉眼観察による同一産地石材と考えられる資料別に行っている。

遺物挿図の番号は，文化層位別連番で，文中・属性表等の番号と一致する。

７　旧石器時代の石器実測については３２８点を民間業者に委託し，監修は桑波田が行った。その他

の石器の実測は整理作業員，桑波田が行った。土器の実測は中村耕治，坂本佳代子，整理作業員，

桑波田が行った。

８　本書における写真撮影は，現場写真については鶴田靜彦，大久保浩二，桑波田が，遺物写真に

ついては横手浩二郎，西園勝彦が行った。

９　発掘調査における労務管理については伊集院土木事務所が新和技術コンサルタントに委託して

行った。

１０　墨書土器についてはラ・サール学園教諭　永山修一氏にご指導頂き，また，玉稿を頂いた。

１１　土師器内容物の科学分析・原稿執筆は永�功治が行った。

１２　本書に掲載した出土遺物，図面，写真等は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管・活用する。
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所収遺跡名

ナイフ形石器
剥片尖頭器
削器

細石刃核
石鏃
土器
スクレイパー

前平式土器
押型文土器
石鏃

土師器
須恵器，墨書土器

ブロック

ユニット
１５基

道跡

土師器�埋納遺構

旧石器時代ナイ
フ形石器文化期

旧石器時代細石
器文化期～縄文
時代草創期

縄文時代早期

古代

散布地横井竹ノ山
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第１章　発掘調査の経過 １

　第１節　調査に至るまでの経緯 １

　第２節　確認調査 １

　第３節　全面調査 １

　　�　平成１１年度 ３

　　�　平成１２年度 ３

　第４節　整理・報告書作成 ４

第２章　遺跡の位置と環境 ６

　第１節　地理的環境 ６

　第２節　歴史的環境 ６

　第３節　遺跡の層位 ７

第３章　Ⅷ層（ナイフ形石器文化期）の調査 １４

　第１節　調査の方法 １４

　第２節　調査の内容 １４

　　�　石材 １４

　　�　遺構 １８

　　�　遺物 １８

第４章　Ⅶ層（細石器文化期・

　　　　　　　　縄文時代草創期）の調査 ２８

　第１節　調査の方法 ２８

　第２節　調査の内容 ２８

　　�　石材 ２８

　　�　ブロック，ユニットの設定経過 ２９

　　�　遺構・遺物 ２９

　　　①Ａユニット ４３

　　　②Ｂユニット ４５

　　　③Ｃユニット ４７

　　　④Ｄユニット ４７

　　　⑤Ｅユニット ５３

　　　⑥Ｆユニット ５３

　　　⑦Ｇユニット ５９

　　　⑧Ｈユニット ５９

　　　⑨Ｉユニット ６８

　　　⑩Ｊユニット ６８

　　　⑪Ｋユニット ７２

　　　⑫Ｌユニット ７４

　　　⑬Ｍユニット ７４

　　　⑭Ｎユニット ８０

　　　⑮Ｏユニット ８２

　　　⑯その他のブロック ８２

　　　⑰ブロック外出土遺物 ８２

第５章　Ⅲ・Ⅳ層（縄文時代早期）の調査 １０１

　第１節　調査の方法 １０１

　第２節　調査の内容 １０１

　　�　遺構 １０１

　　�　遺物 １０１

第６章　Ⅱ層（古代）の調査 １０７

　第１節　調査の方法 １０７

　第２節　調査の内容 １０７

　　�　遺構 １０７

　　�　遺物 １０７

第７章　分析・同定 １１２

　土師器の内容物について １１２

第８章　考察編

　第１節　石清水型削器について １１３

　　�　各石器の素材剥片の検討 １１３

　　�　検討結果 １１３

　　�　小結 １１４

　第２節　細石刃核について １１５

　　�　製作技術について １１５

　　�　石材と重量との関係について １１５

　　�　石材と製作技術との関係について １１５

　　�　小結 １１６

　第３節　細石刃について １１６

　　�　細石刃幅について １１６

　　�　打面形状，頭部形状について １１７

　第４節　細石器と

　　　　　　　石鏃，土器の共伴について １１９

　第５節　接合資料について １２０

　第６節　鹿児島市横井竹ノ山遺跡の

　　　　　　　　　　　墨書土器について １２５

第９章　まとめ １３３

　第１節　ナイフ形石器文化期 １３３

　第２節　細石器文化期～縄文時代草創期 １３３

　第３節　縄文時代早期 １３４

　第４節　古代 １３４

写真図版 １３５
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第１図　確認トレンチ配置と全面調査区 ２

第２図　一般県道小山田谷山線改良工事に伴う

　　　　遺跡位置図 ５

第３図　調査区と周辺の地形 ８

第４図　施工後の地形と遺跡残存範囲 ９

第５図　周辺遺跡地図 １１

第６図　６区南壁土層断面図 １２

第７図　１区南壁土層断面図 １３

第８図　下層確認トレンチ配置図 １４

第９図　ナイフ形石器文化期遺物出土状況 １５

第１０図　接合図 １６

第１１図　器種別分布図 １７

第１２図　剥片尖頭器・ナイフ形石器� 　１９

第１３図　ナイフ形石器�・削器� ２０

第１４図　削器� 　２１

第１５図　削器�・縦長剥片� 　２３

第１６図　削器�・縦長剥片�・叩石 ２５

第１７図　石核等 ２６

第１８－１図　Ⅶ層遺物出土状況図� 　　３０

第１８－２図　Ⅶ層遺物出土状況図� 　　３１

第１９図　Ⅶ層石器石材比率 ３２

第２０図　ブロック分類図（黒曜石Ａ） ３３

第２１図　ブロック分類図（黒曜石Ｂ） ３３

第２２図　ブロック分類図（黒曜石Ｃ） ３４

第２３図　ブロック分類図（黒曜石Ｄ） 　３４

第２４図　ブロック分類図（黒色安山岩） ３５

第２５図　ブロック分類図（その他） ３５

第２６図　垂直断面位置図 ３６

第２７図　ブロック間垂直分布比較� 　３７

第２８図　ブロック間垂直分布比較� 　３８

第２９図　ブロック間垂直分布比較� 　３９

第３０図　ブロック間垂直分布比較� 　４０

第３１図　ブロック間垂直分布比較� 　４１

第３２図　ユニット分類図 ４２

第３３図　Ａユニット出土遺物 ４３

第３４図　Ｂユニット出土遺物� 　４４

第３５図　Ｂユニット出土遺物� 　４５

第３６図　Ｃユニット出土遺物 ４６

第３７図　Ｄユニット出土遺物� 　４８

第３８図　Ｄユニット出土遺物� 　４９

第３９図　Ｄユニット出土遺物� 　５０

第４０図　Ｅユニット出土遺物 ５２

第４１図　Ｆユニット出土遺物� 　５４

第４２図　Ｆユニット出土遺物� ５５

第４３図　Ｆユニット出土遺物� 　５６

第４４図　Ｆユニット出土遺物� 　５７

第４５図　Ｇユニット出土遺物 ５８

第４６図　Ｈユニット出土遺物 ６０

第４７図　Ｉユニット出土遺物� 　６１

第４８図　Ｉユニット出土遺物� 　６２

第４９図　Ｉユニット出土遺物� 　６３

第５０図　Ｉユニット出土遺物� 　６４

第５１図　Ｊユニット出土遺物� 　６６

第５２図　Ｊユニット出土遺物� 　６７

第５３図　Ｋユニット出土遺物� 　６９

第５４図　Ｋユニット出土遺物� 　７０

第５５図　Ｋユニット出土遺物� 　７１

第５６図　Ｌユニット出土遺物 ７３

第５７図　Ｍユニット出土遺物� ７５

第５８図　Ｍユニット出土遺物� ７６

第５９図　Ｍユニット出土遺物� ７７

第６０図　Ｍユニット出土遺物� ７８

第６１図　Ｎユニット出土遺物 ８０

第６２図　Ｏユニット出土遺物 ８１

第６３図　その他のブロック ８３

第６４図　ブロック外出土の遺物� 　８４

第６５図　ブロック外出土の遺物� ８５

第６６図　ブロック外出土の遺物� 　８６
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第６７図　ブロック外出土の遺物� ８７

第６８図　ブロック外出土の遺物� 　８８

第６９図　細石刃核出土状況� ９４

第７０図　細石刃核出土状況� ９５

第７１図　細石刃出土状況 ９６

第７２図　石鏃出土状況 ９７

第７３図　ブランク出土状況 ９８

第７４図　その他の石器 ９９

第７５図　早期道跡検出状況 １０２

第７６図　縄文時代早期遺物出土状況 １０３

第７７図　縄文時代早期出土遺物� １０４

第７８図　縄文時代早期出土遺物� １０５

第７９図　縄文時代早期出土遺物� １０６

第８０図　古代遺物出土状況 １０８

第８１図　古代出土遺物 １０９

第８２図　合わせ口土師�検出状況 １１０

第８３図　合わせ口土師� １１１

第８４図　合わせ口土師�内容物データ １１２

第８５図　栫城中世人骨データ １１２

第８６図　各石器の長幅比 １１４

第８７図　細石刃幅の度数分布 １１７

第８８図　細石刃（完形品）長幅比 １１７

第８９図　他遺跡の細石刃幅の度数分布 １１８

第９０図　Ⅷ層接合資料� １２１

第９１図　Ⅷ層接合資料� １２３

第９２図　Ⅷ層接合資料� １２４

表１　一般県道小山田谷山線改良工事に伴う

　　　埋蔵文化財発掘調査遺跡一覧 ５

表２　横井竹ノ山遺跡周辺遺跡一覧 １０

表３　Ⅷ層実測遺物観察表 ２７

表４　Ａユニット実測遺物観察表 ４３

表５　Ｂユニット実測遺物観察表 ４５

表６　Ｃユニット実測遺物観察表 ４７

表７　Ｄユニット実測遺物観察表 ５１

表８　Ｅユニット実測遺物観察表 ５３

表９　Ｆユニット実測遺物観察表 ５７

表１０　Ｇユニット実測遺物観察表 ５９

表１１　Ｈユニット実測遺物観察表 ６０

表１２　Ｉユニット実測遺物観察表 ６５

表１３　Ｊユニット実測遺物観察表 ６８

表１４　Ｋユニット実測遺物観察表 ７２

表１５　Ｌユニット実測遺物観察表 ７３

表１６－１　Ｍユニット実測遺物観察表 ７８

表１６－２　Ｍユニット実測遺物観察表 ７９

表１７　Ｎユニット実測遺物観察表 ８０

表１８　Ｏユニット実測遺物観察表 ８２

表１９　その他のブロック実測遺物観察表　　８８

表２０　ブロック外実測遺物観察表 　８９

表２１　細石刃核観察表� ９０

表２１　細石刃核観察表� ９１

表２１　細石刃核観察表� ９２

表２１　細石刃核観察表� ９３

表２２　ブロック観察表 １００

表２３　縄文早期実測遺物観察表 １０６

表２４　古代実測遺物観察表 １０８

表２５　細石刃核の石材と分類 １１６
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Plate１　１　遺跡遠景 １３５

　　　　２　１１年度確認調査近景 １３５

　　　　３　１２年度全面調査区近景 １３５

　　　　４　遺跡東側谷の湧水地と迫田 １３５

　　　　５　土層断面 １３５

Plate２　１　古代遺物出土状況 　１３６

　　　　２　合わせ口土師器検出状況 １３６

　　　　３　合わせ口土師器検出状況 １３６

　　　　４　合わせ口土師器下�検出状況 １３６

　　　　５　合わせ口土師器（復元） 　１３６

Plate３　１　縄文時代早期遺物出土状況 　１３７

　　　　２　縄文時代早期道跡検出状況 １３７

　　　　３　道跡（谷側から） 　１３７

　　　　４　道跡埋土断面 １３７

　　　　５　道跡完掘状況 １３７

Plate４　１　細石器文化期調査風景（１１年度） １３８

　　　　２　F．D．Hユニット検出状況 　　１３８

　　　　３　I．J．K．Lユニット検出状況 １３８

　　　　４　Mユニット南側検出状況 １３８

　　　　５　Mユニット北側検出状況 １３８

　　　　６　N．Oユニット検出状況 １３８

Plate５　１　縄文草創期土器（３８７）出土状況 １３９

　　　　２　草創期土器と細石器（Oユニット） １３９

　　　　３　細石刃核出土状況 １３９

　　　　４　細石刃出土状況 １３９

　　　　５　縄文草創期石斧（３２５）出土状況 １３９

　　　　６　叩石（１４８）出土状況 　１３９

Plate６　１　ナイフ形石器文化期調査風景 １４０

　　　　２　ナイフ形石器文化期

　　　　　　　　　　　　　遺物出土状況 １４０

　　　　３　剥片尖頭器�出土状況 １４０

　　　　４　削器（１７．１８．１９）出土状況 １４０

　　　　５　削器�出土状況 １４０

　　　　６　１２年度調査区完掘状況 １４０

Plate７　　　Ⅷ層出土遺物� １４１

Plate８　　　Ⅷ層出土遺物� １４２

Plate９　　　Ⅷ層出土遺物� 　１４３

Plate１０　１　Ａユニット出土遺物 １４４

　　　　２　Cユニット出土遺物 　１４４

Plate１１　　Bユニット出土遺物 　１４５

Plate１２　　Dユニット出土遺物� 　　１４６

Plate１３　　Dユニット出土遺物� 　　１４７

Plate１４　１　Eユニット出土遺物 　１４８

　　　　２　Gユニット出土遺物 　１４８

　　　　３　Hユニット出土遺物 　１４８

Plate１５　Fユニット出土遺物� 　　１４９

Plate１６　Fユニット出土遺物� １５０

Plate１７　Iユニット出土遺物� １５１

Plate１８　Iユニット出土遺物� 　１５２

Plate１９　１　Iユニット出土遺物� 　　１５３

　　　　２　Lユニット出土遺物 　１５３

Plate２０　Jユニット出土遺物 １５４

Plate２１　Kユニット出土遺物� 　　１５５

Plate２２　Kユニット出土遺物� １５６

Plate２３　Mユニット出土遺物� 　１５７

Plate２４　１　Mユニット出土遺物� １５８

　　　　２　Nユニット出土遺物 　１５８

Plate２５　１　Oユニット出土遺物 　１５９

　　　　２　細石刃打面 　１５９

Plate２６　　ブロック外出土遺物� １６０

Plate２７　１　ブロック外出土遺物� １６１

　　　　２　ブロック外出土遺物� １６１

Plate２８　　細石刃� １６２

Plate２９　　細石刃� １６３

Plate３０　　礫石器 １６４

Plate３１　１　縄文時代早期土器 　１６５

　　　　２　前平式土器（角筒） 　　１６５

Plate３２　１　縄文時代早期石器 　１６６

　　　　２　縄文時代早期・古代土器 １６６

Plate３３　　古代土師器 １６７

Plate３４　１　土師器��「肥道里」 　１６８

　　　　２　土師器��刻書「八万」 １６８

　　　　３　土師器��「子」 １６８

　　　　４　土師器��「�□」 １６８

Plate３５　１　整理作業員 １６９

　　　　２　工事施工後の遺跡遠景 １６９
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　鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所・鹿児島土木事務所）は，県道小山田谷山線改良

工事を計画，平成７年度に県文化課・県立埋蔵文化財センターで計画長７，９００ｍについて分布調査

を実施し，計画的に事業を実施してきた。平成１１年度の事業実施中，計画変更による新たな事業区

域内において横井竹ノ山遺跡の存在が判明し，その取り扱いについて県土木部道路建設課，伊集院

土木事務所，県教育庁文化財課，県立埋蔵文化財センターの４者により協議を行った。協議の結果，

同年度７月から確認調査を実施した。確認調査の結果，旧石器時代細石器文化期・縄文時代草創期

２，４００�，縄文時代早期２００�の２枚の遺物包含層が確認された。確認調査で得られた遺跡範囲につ

いて，平成１１年１０月，平成１２年２月，平成１２年６～７月の３回に分けて本調査を実施した。整理・

報告書作成は平成１５年度に実施した。
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　確認調査は平成１１年７月１日～９月３０日に行った。調査は１６か所のトレンチを設定して行った。

調査の組織は以下の通りである。

　事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　吉　永　和　人

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次　　　　　長　　黒　木　友　幸

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　査　課　長　　戸　�　勝　洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調査課長補佐　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第一調査係長　　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治

　調査担当者　鹿児島県教育庁文化財課　　　　文 化 財 主 事　　倉　元　良　文

　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事　　鶴　田　靜　彦

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文化財研究員　　桑波田　武　志

　調 査 事 務　　　　　　　〃　　　　　　　　総　務　係　長　　有　村　　　貢

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　査　　政　倉　孝　弘

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　査　　今　村　孝一郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　事　　溜　池　佳　子
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　本調査は平成１１年度に２回，平成１２年度に１回の計３回に分けて実施された。なお，平成１２年度

は伊集院土木事務所が緊急地域雇用特別基金事業を導入し，労務管理等を民間業者に委託して調査

を実施した。各調査の組織は以下の通りである。
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○一次調査　平成１１年１０月１日～１１月１２日（仁田尾中Ｂ遺跡の確認調査と並行して実施）

○二次調査　平成１２年２月１４日～２月２５日（仁田尾遺跡の本調査と並行して実施）

　事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　吉　永　和　人

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次　　　　　長　　黒　木　友　幸

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　査　課　長　　戸　�　勝　洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調査課長補佐　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第一調査係長　　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治

　調査担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事　　大久保　浩　二（一次）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文化財研究員　　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文化財研究員　　西　園　勝　彦（二次）

　調 査 事 務　　　　　　　〃　　　　　　　　総　務　係　長　　有　村　　　貢

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　査　　政　倉　孝　弘

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　査　　今　村　孝一郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　事　　溜　池　佳　子

　発掘作業員

　　天野豊子，有馬幸子，宇都妙子，柿内弘己，仮屋アキ，仮屋郁夫，仮屋八重子，川路美智子，

岸上正子，久保紀子，坂下安夫，園田辰男，茶屋道良子，橋木妙子，馬場園弘子，堀内朗子，前

村サチエ，前村時夫，松尾スミエ，松元チヅ子，宮下巧，宮下マキ子，宮之脇綾子，森田辰夫，

森田カズ子，山口節子，弓場杉子，弓場ナツ子，弓場ヨシ子，脇マス子
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○三次調査　平成１２年６月１日～７月３１日（瀬戸頭Ａ遺跡と並行して実施）

　事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　井　上　明　文

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次　　　　　長　　黒　木　友　幸

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　査　課　長　　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調査課長補佐　　立　神　次　郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第一調査係長　　青　�　和　憲

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治

　調査担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事　　藤　�　光　洋

桑波田　武　志（一次・二次）
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　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文化財研究員　　桑波田　武　志

　調 査 事 務　　　　　　　〃　　　　　　　　総　務　係　長　　有　村　　　貢

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　事　　溜　池　佳　子

　労務管理・作業員雇用（委託）　新和技術コンサルタント
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平成１５年度

　事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）

　作成主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　責　任　者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　木　原　俊　孝

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次　　　　　長　　田　中　文　雄

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　査　課　長　　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調査課長補佐　　立　神　次　郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第一調査係長　　池　畑　耕　一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治

　担　　　当　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文化財研究員　　桑波田　武　志

　事　　　務　　　　　　　〃　　　　　　　　総　務　係　長　　平　野　浩　二

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　事　　福　山　恵一郎

　報告書作成指導委員会　平成１５年１２月２４日　　　　　　　　　　調査課長ほか５名

　報告書作成検討委員会　平成１５年１２月２４日　　　　　　　　　　所長ほか８名

　企　画　担　当　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮田　栄二

　整理作業員　網屋にしき，坂元昭子，園田和江，湯之上さゆり

　また，発掘調査，整理作業，報告書作成事業を通じて下記の方々にお世話になった。

　�畑光博，松本茂，永山修一，和田るみ子，東野治之，柴田博子
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備　考時　代調査面積全面調査確認調査所在地遺跡名番号
旧石器・縄文・古代６，０００Ｈ１１・１２・１３Ｈ９伊集院町竹之山瀬戸頭Ａ１
旧石器・縄文２，４００Ｈ１３Ｈ９伊集院町竹之山瀬戸頭Ｂ２
旧石器２，０００Ｈ１１Ｈ９伊集院町竹之山瀬戸頭Ｃ３

本報告書旧石器・縄文・古代１，４００Ｈ１１・１２Ｈ１１鹿児島市犬迫町横井横井竹ノ山４
旧石器３６０Ｈ１４Ｈ１２松元町石谷伏野伏野５

旧石器２・縄文・古代２，０００Ｈ１４Ｈ１２松元町石谷隠迫隠迫６
縄文２，２００Ｈ１４・１５Ｈ１２松元町石谷枦堀枦堀７

旧石器２・縄文４，１１０Ｈ１０・１１・１４・１５Ｈ９松元町石谷仁田尾仁田尾８
旧石器２１，８００Ｈ１４・１５Ｈ１４松元町石谷仁田尾御仮屋跡９
旧石器１，０００Ｈ１４・１５Ｈ１２松元町石谷仁田尾仁田尾中Ａ１０

旧石器２・縄文・古代７，８００Ｈ１２～１５Ｈ１１・１２松元町石谷仁田尾仁田尾中Ｂ１１
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　横井竹ノ山遺跡は，鹿児島市犬迫町横井竹之山に位置する。遺跡の所在地はちょうど鹿児島市，

伊集院町，松元町の３市町の境にあたり，県道徳重・横井・鹿児島線沿いの北側に位置する。遺跡

の標高は約１８５�で，鹿児島市と伊集院町・松元町との分水嶺に当たり，東西方向へ複雑に谷が開

析している。河川は遺跡を囲むように東から北に荒磯川，永吉川，古園川，北から西に大倉田川，

長松川，石谷川，南側に新川の支流である西之谷川が流れている。特に遺跡の東側には現在も湧水

を利用した迫田が営まれており，本遺跡が古来より水の便に恵まれていたことがわかる。なお，遺

跡東側の迫田と本遺跡との比高差は約１２０�である。
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　横井竹ノ山遺跡が所在する薩摩半島中央部の台地は古くから遺跡の所在が知られているところで

ある。古くは昭和１２年に当遺跡から２�強南側に位置する西ノ原Ａ遺跡で弥生時代の壺が採集され，

また，昭和２７年に３�南側に位置する木ヶ暮遺跡で河口貞徳らにより調査が行われ，縄文時代，弥

生時代の遺跡が確認されている。昭和６０年代初めには�畑光博の踏査により当遺跡を含め，当遺跡

以北についても次々と遺跡の所在が明らかとなっていった。また，平成４年以降は南九州西回り自

動車道路，県道改良工事等に伴い，遺跡の大規模調査が次々と実施され，当台地全体に旧石器から

縄文にかけての重要な遺跡が多数所在していることが判明した。

　また，横井竹ノ山遺跡は個人所有地の地下げに伴い昭和６３年度に鹿児島市教育委員会によって一

部本調査が実施され，細石器と土器，石鏃が共伴し，旧石器時代終末から縄文時代の始まり頃の遺

跡として注目された。昭和６３年の調査区は平成１２年度調査区東端から約４０ｍ東側にあたり，立地と

しては連続した同じ台地上にある。

　中世には出水街道沿いに城が築かれ，南西約１．５�に石谷城（弘治元年～文永６年），同約４�に

谷口城（享禄年間～天文６年）等が所在し，町田氏，伊集院氏，肥後氏の居城として利用されてい

る。さらに西側６．４�には伊作島津氏の拠点となった一宇治城もある。

　遺跡の南側には県道徳重・横井・鹿児島線が東西に走っているが，当線は江戸時代には鹿児島城

下から西田橋，水上坂を経て江戸へ向かう参勤交代の官道（出水筋）として使用され続けてきた歴

史的にも重要な道であり，現在も妙円寺参り等の歴史的行事に利用されている。横井竹ノ山遺跡が

所在する地域は横井野町（ヨケンノマッ）と呼ばれ，街道沿いに旅人の宿泊所や休憩場所等があり，

野町として栄えていたということである。

○参考文献

　�畑光博　１９８７「薩摩半島の考古学�」鹿児島考古第２１号

　鹿児島県教育委員会　１９８７　『鹿児島県の中世城館跡』鹿児島県埋蔵文化財調査報告書�

　鹿児島市教育委員会　１９９０　『横井竹ノ山遺跡』鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書�

　鹿児島県教育委員会　１９９８　『出水筋』報告書

　三木靖・向山勝貞編　２００３　『薩摩と出水街道』街道の日本史５４
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　遺跡はほぼ南北に走る痩せた尾根上に位置しており，高い部分を削平することにより平坦な現地

形を作り出している。そのため尾根部に当たる地層は上位の層を残さず，東側の傾斜地に純粋な地

層を残している状況である。各層の特徴は以下のとおりである。

Ⅰ層

　表土及び客土。東側で厚い。

Ⅱ層

　黒色土。東側にのみ残存し，古代の遺物包含層である。

Ⅲ層

黄橙色土。アカホヤ火山灰の二次堆積土と考えられ，所々

下位に一次ブロックがみられる。

Ⅳ層

　黄褐色土。縄文時代早期の包含層である。

Ⅴ層

　黒褐色土。無遺物層である。

Ⅵ層

　薩摩火山灰層。

Ⅶ層

　黒褐色粘質土。通称チョコ層。縄文時代草創期～旧石器時

代細石器文化期の遺物包含層。色調により３つに分けられ，

上位がやや色調が暗いⅦａ層，中位がやや明るめのⅦｂ層，

下位が暗いⅦｃ層である。

Ⅷ層

黄褐色土。ＡＴ火山灰の二次堆積層と考えられる。旧石器

時代ナイフ形石器文化期の遺物包含層である。色調により

３つに細分できる。

Ⅸ層

黄褐色土で，黄色のパミスを含む。当遺跡の基盤層である

シラスへと続く。
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備　　考遺物など時　　代地形所　在　地遺跡名遺跡番号番号

平成２年分布調査土器片旧石器，縄文，中世台地日置郡伊集院町竹之山瀬戸頭３０－５５１

平成１０～１２年度本調査
ナイフ形石器・細
石器

旧石器，縄文台地日置郡伊集院町竹之山瀬戸頭Ａ３０－７５２

平成１３年度本調査細石器旧石器，縄文台地日置郡伊集院町竹之山瀬戸頭Ｂ３０－７６３

平成１１年度本調査台形石器旧石器，縄文台地日置郡伊集院町竹之山瀬戸頭Ｃ３０－７７４

分布調査縄文台地日置郡伊集院町竹之山竹之山３０－７８５

磨製石斧台地
日置郡伊集院町土橋竹
山前迫熊野神社

前迫３０－７６

中世山地日置郡伊集院町竹之山長崎城跡３０－１４７

石坂式土器縄文早期台地日置郡松元町石谷小竹山小松迫３１－１８

堀割跡中世（室町後期）台地日置郡松元町石谷枦頭石谷城跡３１－２９

平成１４年度本調査剥片旧石器台地日置郡松元町石谷伏野伏野３１－３１０

平成１４年度本調査土器・石器旧石器・縄文台地日置郡松元町石谷濡ヶ丸隠迫３１－４１１

平成８～１０年度本調査，
町埋文報告書�

ナイフ形石器・細
石器

旧石器台地日置郡松元町石谷前山宮ヶ迫３１－５１２

平成４～９年度本調査
細石器・石鏃・石槍
・前平式土器

旧石器・縄文・古墳台地日置郡松元町石谷枦堀枦堀Ａ３１－６１３

平成１２年度確認調査台地日置郡松元町石谷枦堀枦堀Ｂ３１－７１４

平成７～８年度本調査
細石器・ナイフ形石
器，成川式土器

旧石器・縄文・古墳台地日置郡松元町石谷西ノ原前山３１－８１５

「鹿県考古学会紀要」
２号，昭和１２年発見

土器（完全小型壺）弥生後期台地日置郡松元町石谷田ノ免西ノ原Ａ３１－９１６

平成６年度本調査，県
埋文報告書�

細石器・ナイフ形
石器

旧石器台地日置郡松元町石谷西ノ原西ノ原Ｂ３１－１０１７

平成５～９・１１年度本
調査

細石器・ナイフ形
石器

旧石器・縄文台地日置郡松元町石谷仁田尾仁田尾３１－１１１８

平成８年度本調査土坑・青磁片縄文・古代台地日置郡松元町石谷宮尾宮尾３１－１２１９

平成８年度分布調査台地日置郡松元町石谷仁田尾御仮屋跡３１－１３２０

水無壕跡中世（室町後期）丘陵日置郡松元町福山谷口城跡３１－１９２１

昭和２７年調査「鹿県考
古学会紀要」�，市埋
文報��

阿高式・指宿式・市
来式土器・石皿等

縄文中期・後期台地鹿児島市西別府町木ヶ暮木ヶ暮１－１０２２

市埋文報�
ナイフ・細石器・
土器

旧石器～縄文台地
鹿児島市犬迫町横井竹
ノ山

横井竹ノ山１－１０８２３

石坂式土器縄文早期・古墳台地鹿児島市犬迫町川路山川路山１－１０９２４

台地鹿児島市西別府町尾崎尾崎１－１３０２５

平成１４年確認調査縄文～古墳台地鹿児島市小野町西之谷広坂下北１－１４７２６
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　Ⅷ層は確認調査の時点では包含層が確認されておらず，平成１１年度の本調査時の最終下層確認調

査で確認された。下層確認調査は第８図のとおり約２５０�の範囲について実施し，遺物が確認され

た３５０�について本調査を実施した。
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�　石材

①　頁岩Ａ

　表面は風化により黄褐色を呈するが，内面は青灰色を呈する。

②　頁岩Ｂ

　暗灰色を呈する。

③　シルト質頁岩

　黄褐色を呈し，表面は風化により非常にもろい。風化していない内面は黒褐色を呈している。

④　珪質頁岩

　表面は青灰色を呈する。白色の極細粒が多数みられる。

⑤　硬質頁岩

　表面は青灰色を呈する。所々に白色の縞状の流理が観察される。

⑥　硬質砂岩

　表面は灰色を呈する。
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　確認調査で確認された当該期の遺跡範囲２，４００�について調査を実施したが，表土を剥ぐ段階で

包含層が残存していない範囲があることが判明し，最終的には遺物が出土する範囲は１，４００�と

なった。

　表土剥ぎ前は平坦な土地であったが，表土剥ぎを実施した結果，旧地形は南北方向へ連なるやせ

尾根状の地形であることが判明した。同時に現地形はやせ尾根の高い部分を削平し，低い部分を埋

め立てることで形成されたものであることも判明した。そのため，Ｃ－７区～Ｂ－４区にかけての

尾根上は削平により包含層が残存していなかった。遺跡は尾根から東西両側への緩斜面に形成され

ていた。

　調査は２�×２�のメッシュを張り，千鳥格子状に掘り下げ，遺物の出土が見られた所を中心に

調査区を拡張するという手法をとった。
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　Ⅶ層からは様々な石材が出土している。分類は全て肉眼による観察により行った。

①黒曜石Ａ

　黒色で炭状を呈する黒曜石である。Ⅶ層ではもっとも比率が大きく，８，９０１点で，４７％と全体の

ほぼ半数を占める。樋脇町上牛鼻産の黒曜石に類似する。

②黒曜石Ｂ

　アメ色，ガラス質で不純物を含む。Ⅶ層では５，５８８点で３０％と黒曜石Ａに次いで高い比率を示す。

鹿児島市三船産の黒曜石に類似する。

③黒曜石Ｃ

　不純物の少ない良質の黒曜石である。１，２９０点出土している。黒色のもの，やや灰色がかったも

の，アメ色のもの等様々なものを含む。複数の産地によるものが混在し，明確な分離ができなかっ

た。全体の７％を占める。

④黒曜石Ｄ

　青灰色で不純物の少ない良質の黒曜石である。２８４点出土した。針尾，淀姫産等西北九州の黒曜

石に類似する。全体の２％を占める。

⑤黒曜石Ｅ

　黒色，ガラス質で小粒の不純物を多く含む。１６点出土した。大口市日東産の黒曜石に類似する。

⑥黒色安山岩

　表面が風化して灰色を呈しているが，内面は漆黒の石材である。所々に輝石を含む。１９３８点出土

した。Ⅶ層出土の石鏃のほとんどがこの石材で製作されている。全体の１０％を占める。

⑦硬質頁岩

　色調は青灰色を呈する。所々に白い縞状の線がみられる。表面は比較的きめが細かい。７点出土



－２９－

した。

⑧鉄石英

　赤色を基調とした石英質の石材である。色調は赤色を基調とするが，むらがある。１２点出土した。

⑨石英質岩

　石英質の石材である。表面は風化して黄褐色を呈するが，内面は灰白色を呈する。８点出土した。

　石材別出土状況図（第１８図）で確認できるように，今回の調査では，Ｈ１１年度が黒曜石Ｃ，黒曜

石Ｄ，黒色安山岩等が中心で，Ｈ１２年度は黒曜石Ａ，黒曜石Ｂが中心となるというそれぞれの地点

の特徴がはっきり示された。
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　当遺跡では１，４００㎡ と狭い範囲に遺物が約２０，０００点と非常に密集していたため，単純に視覚的な

ブロック分けは不可能である。そこで，客観的に石器群のまとまりが検証できるように，以下の手

続きを踏んでブロック及びブロック群（＝ユニット）を認定した。

　①石材別の遺物分布図を作成し，視覚的にまとまりの見られた範囲を石器製作の最小単位（＝ブ

ロック）として４５か所設定した。

　②重複のみられるブロックについて，全て垂直分布の比較を行った。（第２６図～３１図）

　③垂直分布で上下の分離ができず，かつ，分布が重なっているものについては同一ブロック群と

判断し，Ａ～Ｏまでの１５のブロック群を設定した。

　④垂直分布で上下分離の可能性があるもの，あるいはブロックが複数の集中箇所をまたぐもの，

小規模なもの等についてはその他のブロックとした。

　①の段階で設定したブロック番号と石材の関係は次のとおりである。

　黒曜石Ａ（１～１０ブロック），黒曜石Ｂ（１１～２２ブロック），黒曜石Ｃ（２３～２７，４３～４５ブロッ

ク），黒曜石Ｄ（２８～３１ブロック），黒色安山岩（３２～３８ブロック），砂岩（３９ブロック），黒曜石Ｅ

（４０ブロック），鉄石英（４１ブロック），石英質岩（４２ブロック）

　なお，それぞれのブロックの概要については表２２のとおりである。ブロック間の垂直分布の評価

と概要については各ユニットごとの説明と併せて後ほど取り扱う。

�������

ア　概要

　Ⅶ層の平板取り上げ遺物総数は１８，７３１点である。石材の内訳は安山岩１６点，硬質頁岩７点，黒色

安山岩１，９３８点，黒曜石Ａ８，９０１点，黒曜石Ｂ５，５８８点，黒曜石Ｃ１，２９０点，黒曜石Ｄ２８４点，黒曜石

Ｅ１６点，砂岩１８点，タンパク石５０点，チャート９点，鉄石英１２点，頁岩１４点，メノウ２点，凝灰岩

５点，黒色頁岩３点，石英質岩８点である。

イ　細石刃核の分類

　本遺跡出土の細石刃核は製作技術を細かく観察すると非常に多岐にわたるため，細かい分類を行

うと当遺跡の持つ技術的特徴が埋没する可能性がある。そこで，ここでは本遺跡において素材の利

用方法やブランク形成時において技術的に特徴のあるものについてある程度大まかに抽出し，分類

を行うことにより，本遺跡の特徴を引き出していく方法を採っていく。
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Ⅰ類－素材剥片の大剥離面を側面に利用し，ブランク形成後に打面を形成したと思われるもの。下

縁からの整形，調整の有無に関わらず，下縁が尖るものが多い。打面は側方から連続する剥

離により形成するもの（Ⅰ－ａ）と，長軸方向への剥離により形成する（Ⅰ－ｂ）ものとが

ある。

Ⅱ類－板状の素材，大剥離面を両側面にもつもの。大剥離面の代わりに自然面を利用しているもの

も含む。打面が素材の獲得時に決定しているのか，素材獲得後に打面を形成したのか残核か

らは明確でないものが多い。石核形成のための側面の整形剥離があまり施されない。

Ⅲ類－大剥離面を打面に設定し，打面側から側面に整形・調整剥離を施して細石刃核を形成するも

の。素材の主剥離面を打面に用いるものと，側面に用いるものとがある。打面側からの石核

調整は片側縁のみに入念に施されるものが多い。

Ⅳ類－小礫を素材とするもの。石核整形は簡易である。

Ⅴ類－打面がかなり傾斜しているため，作業面と打面とが平行に近くなり，結果残核形状が扁平と

なる。いずれも細石刃剥離の前に打面調整を施している。

その他－Ⅰ～Ⅴ類に当てはまらないもの，あるいは残核からはⅠ～Ⅴの技術が把握できないもの。

ウ　各ユニットの概要

　定型石器は細石刃核２０３点，ブランク３４点，細石刃４５６点，石核１０点，スクレイパー９点，石鏃２３

点，楔形石器１点等である。また，土器片が１５点出土している。出土した定型石器について細石刃

以外は全て図化した。以下，ユニットごとに遺物の記載を行う。なお，紙面の都合上全ての細石刃

核，細石刃について特徴等を文章で説明できないため，細石刃核については観察一覧表を参照して

頂きたい（表２１）。
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①Ａユニット（第３３図１～１０，表４）

　１ブロックと１１ブロックとで構成される。両ブロックは平面分布で重なっている。垂直分布では

明確な上下関係が認められない（第２７図－１）ため，Ａユニットとして一括して扱う。

　総数３９４点のユニットである。細石刃核６点，細石刃４点全てを図化した。残り３８４点は全て剥

片・砕片類である。

　細石刃核はⅡ類（１，３，４）及びⅤ類（２，６）がみられる。Ⅴ類はいずれも打面がかなり傾

斜しており，横方向からの連続剥離がみられる。
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ａ１４.８２.３９１.１９２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｃ２－Ｄ１８５.７６５６４.３９９３７.１９０１５２２３１

－Ａ１２.６７１１.７１.５５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｅ２－Ｄ１８５.６１０６８.８７０３５.１２１１５０１３２

－Ａ１１.０５１１１.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｅ２－Ｄ１８５.６２０６８.２６８３５.７４２１５０４２３

－Ａ１１.９８１.３５１.１１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｅ２－Ｄ１８５.６４５６９.１９４３５.５５４１４８４２４

－Ａ１４.０２１.４１.５１.６５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｅ２－Ｄ１８５.６２５６８.４３７３５.０４７１５０２２５

－Ａ１２.６６１１.６１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｅ２－Ｄ１８５.６２０６８.５２１３５.３５９１５１５９６

完形Ａ１－０.１３０.５８１.０９黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ８－ｆ２－Ｄ１８５.５９０６７.４１２３４.４９８１２７７８７

中間部Ａ１－０.１０.４２０.５１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ８－ｆ２－Ｄ１８５.５７０６７.１６２３４.４０４１１６３１８

頭部Ａ１－０.１５０.６０.６５黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ８－ｆ２－Ｄ１８５.５７０６７.３３９３４.２５４１２７８１９

頭部Ａ１－０.１４０.６８０.９８黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ８－ｅ２－Ｄ１８５.５７０６７.０１１３５.４２８１５２９３１０



－４４－
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②Ｂユニット（第３４～３５図１１～３０，表５）

　２，１２，４５ブロックで構成される。４５ブロックが小規模であるが，ブロックの中心は重なってい

る。垂直分布では明確な上下関係が認められないため，Ｂユニットとして一括して扱う。Ｂユニッ

トについては土器が１１点出土しており，垂直分布図も特に土器が上位に認められるということもな

い（第２７図－２）ので，土器についても同ユニットとして取り扱う。

　総数５６８点のユニットである。細石刃核９点，ブランク１点，作業面再生剥片１点全てを図化し

た。土器については１１点中３点を図化した。残り８点は土器粒で図化できなかった。細石刃につい

ては１２点中６点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（１１，２０），Ⅱ類（１６～１８），Ⅲ類（１２，１３，１５）がみられる。２８～３０は土器片で

ある。いずれも風化が著しく所々表面が剥落し，調整等の観察はできない。
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｂ２５.５２.１２.３１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ１－Ｄ１８５.５８５７０.６４６３６.９９０１５４４５１１

－Ｂ２７.３４２.７１.６１.７９黒曜石ＡブランクⅦａ２－ｄ１－Ｄ１８５.６８５７１.６１３３６.５１６１５１０７１２

－Ｂ２５.０６１.８２.４１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ１－Ｄ１８５.６４０７１.１０４３６.８００１５１２５１３

－Ｂ２４.１５１.６９１.４１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｅ１－Ｄ１８５.６７５７１.０３５３５.８５０１５０００１４

－Ｂ２２.７７１.７１.３１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｅ２－Ｄ１８５.６５５６９.６７７３５.５３０１４８３７１５

－Ｂ１２４.０８２.３１.３２黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｊ１－Ｄ１８５.７２０７０.７０６３０.１９９１３６７７１６

－Ｂ４５１.７４１.１３１１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｄ１－Ｄ１８５.６４５７０.８７４３６.６１０１４９９４１７

－Ｂ４５２.８７１.０５１.６５２.１黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｅ１－Ｄ１８５.６０５７０.９８０３５.５１６１５４０６１８

－Ｂ４５３.４５１.４５１.５５１.５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ２－ｄ１－Ｄ１８５.６９５７１.６２４３６.５４６１４９７２１９

－Ｂ１２１０.９３２.５１.６２.８５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ３－ａ１－Ｃ１８５.７５０７２.２５７２９.６８３１３６５３２０

－Ｂ４５１.２４０.９１.１１.７黒曜石Ｃ�������Ⅶａ２－ｄ１－Ｄ１８５.６７０７１.３７６３６.４５７１５１１６２１

頭中部Ｂ２－０.１４０.６８１.０８黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｄ２－Ｄ１８５.５８０６９.８５６３６.９２８１４８３０２２

完形Ｂ１２－０.２０.５１.６７黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ３－ｅ１－Ｄ１８５.６７５７２.０７１３５.９６４１５４８１２３

中間部Ｂ４５－０.１４０.４１０.９８黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ３－ｆ１－Ｄ１８５.６２０７２.２１４３４.７２３１５５２５２４

完形Ｂ２－１.１０.４１.１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ３－ｅ１－Ｄ１８５.６９５７２.００８３５.７９５１５０８７２５

中間部Ｂ２－１.８０.５０.９１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ｅ１－Ｄ１８５.６３０７０.５９１３５.８８８１５１３５２６

中間部Ｂ２－０.８０.５０.６５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ｅ１－Ｄ１８５.６２５７０.３７１３５.７０９１５１３９２７

－Ｂ－－－－－－土器Ⅶａ２－ｆ１－Ｄ１８５.６３０７１.２９０３４.５７８１５３２７２８

－Ｂ－－－－－－土器Ⅶａ２－ｅ１－Ｄ１８５.６５５７１.９９５３５.４１６１５４７５２９

－Ｂ－－－－－－土器Ⅶａ３－ｆ１－Ｄ１８５.６３５７２.０１２３４.７７５１５２５０３０
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③Ｃユニット（第３６図３１～４１，表６）

　３５，４４ブロックの一部で構成される。両ブロック間には垂直分布において明確な上下関係が認め

られないため，Ｃユニットとして取り扱う。

　総数６９点のユニットである。細石刃核５点，打面再生剥片１点，作業面再生剥片１点，叩石１点，

石核１点全てを図化した。細石刃は８点中２点を図化した。

　細石刃核はⅢ類（３６，３７），Ⅳ類（３５），Ⅴ類（３３，３４）がみられる。３３は剥離がかなり進行して

いる。背面にも横方向からの細石刃を剥離した作業面がみられ，打面転移を行っていることがわか

る。３４は素材剥片の剥離面を側面に利用している。打点も残っている。打面には横方向からの大き

な剥離がみられる。３２は砂岩製の叩石である。使用頻度は高く，長軸端部に角度を変えながら回転

して使用した様子がうかがえ，多面を有する。３６の黒曜石は良質，ガラス質で所々に赤い部分がみ

られる。作業面から打面にかけて一部欠損している。３８は細石刃核の作業面再生剥片である。下縁

側からの再生である。３９は打面再生剥片である。

④Ｄユニット（第３７～３９図４２～８４，表７）

　３，１３，４４ブロックで構成され，三者は平面分布が一部重なる。１３ブロックと４４ブロックの一部

が３ブロック内の北側に包括されるような状況である。垂直分布において明確な上下関係が認めら

れない（第２７図－３）ため，Ｄユニットとして取り扱う。

　総数１，５３６点のユニットである。細石刃核２４点，ブランク７点，作業面再生剥片１点，打面再生

剥片１点，砥石１点の全てを図化した。細石刃については５８点中９点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（４２，６６，７０），Ⅱ類（４３，４４，４８，５０，５２，６０，６８，６９），Ⅲ類（４９，５３～５５），

Ⅴ類（４５）がみられる。

　４５の打面はポジ面である。素材剥片の背面を横位に作業面として利用している。４９は作業面を両

端に持つ。両端ともに打面調整を施した後細石刃剥離を行っている。８４は凝灰岩製の砥石である。

全体的に赤化している。磨面は３面に認められ，特に正面は幅の広い浅めのくぼみが認められ，石

斧の存在を窺わせる遺物である。なお，Ｍユニット３２５で磨製石斧の刃部が出土しており，サイズ

的には本ブロック出土の砥石とちょうど合う。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｃ３５１２５.７１６.３５６５.４３黒色安山岩石核Ⅶａ２－ｊ１－Ｄ１８５.７１０７１.０１５３０.１５２１３６７２３１

－Ｃ外２７.３６１.８３.０５５.４砂岩叩石Ⅶａ１０－ｉ２－Ｄ１８５.６３０６９.０８４３１.３１９９５６０３２

－Ｃ４４１.２１０.８１.１１.６５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｉ２－Ｄ１８５.６４５６８.６３７３１.３６９９５６６３３

－Ｃ４４１.６４１.０５１.２１.６９黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｉ２－Ｄ１８５.６４５６９.１６９３１.５８１９５６２３４

－Ｃ４４３.７８１.７１.５１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｊ２－Ｄ１８５.６５０６９.９５８３０.１８５１４５５０３５

－Ｃ４４５.８１２.１１.６２黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｈ１－Ｄ１８５.７５５７０.３２４３２.４３９１３７２９３６

－Ｃ４４７.６４２.１１.４８２.１５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｊ２－Ｄ１８５.６３０６８.４０５３０.９７３９５９７３７

－Ｃ４４２.３６１.５５２.１１.２黒曜石Ｃ�������Ⅶａ１－ｊ１－Ｄ１８５.６４５７０.００９３０.６０６１４５５６３８

－Ｃ４４０.５１０.７１.１１.２５黒曜石Ｃ������Ⅶａ１－ｇ１－Ｄ１８５.６２０７０.４８６３３.３２０１４６０４３９

尾部Ｃ４４－０.１５０.６１.０５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ｈ１－Ｄ１８５.６７５７２.１７５３２.１２１１４２４６４０

頭中部Ｃ４４－０.１２０.４３１.１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｊ２－Ｄ１８５.６３５６８.９４９３０.８６０９５７１４１



－４８－
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－５１－

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｄ３５.９８２.１１.４２.２５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｂ２－Ｃ１８５.６３５６７.０３８２８.４５３８３８６４２

－Ｄ３５.２７１.８１.２２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ２－Ｃ１８５.７４５６９.２４３２６.６４７８２０８４３

－Ｄ３２.０８１.２０.７２１.６５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ６－ｂ２－Ｂ１８５.８９０６５.６０４１８.７４５１０３３３４４

－Ｄ３３.７９１.２１.５５２.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｂ１－Ｃ１８５.７９０７１.５９７２８.０５２１３５８６４５

－Ｄ３３.８１１.４１.５５１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ａ１－Ｃ１８５.７４５７１.０２１２９.３３３１４０４５４６

－Ｄ３４.２４１.３１.４１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｃ２－Ｃ１８５.６７５６８.１３８２７.３０３８２４５４７

－Ｄ３６.８９２１.８２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ａ２－Ｃ１８５.６５０６９.２９６２９.６４０３８２１４８

�����Ｄ３７.１３２.１１.９２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ａ２－Ｃ１８５.７２５６９.４０７２９.０３５３８２５４９

－Ｄ３３.３８１.５５１１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｃ２－Ｃ１８５.６９０６８.９４５２７.９３０８１４５５０

－Ｄ３２.５１.６１.２１.５５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｄ２－Ｃ１８５.６６５６８.５５２２６.８２５８２５７５１

－Ｄ３１.５５１０.９５１.５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｂ２－Ｃ１８５.６５０６８.６１１２８.３３７８０４４５２

－Ｄ３５.５１１.８１.７５２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ２－Ｃ１８５.７４５６９.９０８２６.９２８１４０２７５３

－Ｄ３８.６９２.８１.７１.９２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｈ１－Ｃ１８５.９００７０.１２８２２.９９４１２０３２５４

－Ｄ３８.５５２.７２１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｃ１８５.７００６７.２９９２７.５８３２０３９０５５

－Ｄ３４.２８２１.３１.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ａ２－Ｃ１８５.５６０６６.６４７２９.５６６２０３６２５６

－Ｄ３２.４１１.５１.４１.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ２－Ｃ１８５.６８０６９.４５４２６.８９８８２２２５７

－Ｄ３７.４２２.２１.５２.８黒曜石ＡブランクⅦｂ８－ｆ２－Ｃ１８５.７７０６７.６０６２４.５２８１２８６４５８

－Ｄ３５.７８１.５５２.２２.８５黒曜石ＡブランクⅦａ８－ａ２－Ｃ１８５.５７５６７.６９１２９.０７７８３１３５９

－Ｄ３２１.２１１.６５.６３黒曜石ＡブランクⅦａ９－ｃ２－Ｃ１８５.６３５６８.５７２２７.８１９８０３７６０

－Ｄ３５.５１１.７８１.８１.８黒曜石ＡブランクⅦａ１０－ｃ２－Ｃ１８５.７３０６９.５３４２７.３６３８１８２６１

－Ｄ３３.９１２.７１.４１.２５黒曜石ＡブランクⅦａ１－ｂ１－Ｃ１８５.７８０７０.１８７２８.３２３１３６２０６２

－Ｄ３１.４７１２.２５１黒曜石Ａ������Ⅶａ２－ａ１－Ｃ１８５.７１５７１.６７６２９.９５０１４２１２６３

－Ｄ３０.２７０.４０.８５１.５黒曜石Ａ�������Ⅶａ９－ｄ２－Ｃ１８５.７３０６８.４３７２６.４５４８２７８６４

－Ｄ３１.７６０.７１.５５１.６黒曜石ＡスクレイパーⅦａ８－ｃ２－Ｃ１８５.６７５６７.９９６２７.８９１８３４３６５

－Ｄ１３３.６５１.９５１.３２.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｂ２－Ｃ１８５.６３５６７.２３１２８.１０２２０４０４６６

－Ｄ１３２.８７１.４５１.６４１.９黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ａ２－Ｃ１８５.５９０６７.４１２２９.１９４８３１１６７

－Ｄ１３３.７２１.５１.３２黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｃ１８５.６４０６６.７８７２７.５５９２０３７７６８

－Ｄ１３４.３１１.６６１.７９１.７黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ２－ｆ２－Ｃ１８５.８０５６１.２７５２４.２４９８７３４６９

－Ｄ３－２.１５１.１５２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ａ１－Ｃ１８５.７００７０.９６７２９.６４５１４２２０７０

－Ｄ１３３.５８１.９１.２５２.１黒曜石ＢブランクⅦａ９－ｂ２－Ｃ１８５.５７０６８.３４６２８.８２０１１６３６７１

－Ｄ１３８.４７２.９２.１２１.９５黒曜石ＢブランクⅦａ８－ｂ２－Ｃ１８５.６８０６７.７０７２８.１９１８３２９７２

－Ｄ４４２.６４１.５１.１９１.８黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｃ２－Ｃ１８５.６８５６８.７０５２７.７７９８１５４７３

－Ｄ４４１.８７１.６１.４１.２黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ８－ｄ２－Ｃ１８５.７４５６７.５６７２６.５９８８０１８７４

中尾部Ｄ４４－０.１５０.７０.６黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ｃ２－Ｃ１８５.６６０６７.００６２７.７５６８３６８７５

頭中部Ｄ４４－０.１３０.５１.０５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｂ２－Ｃ１８５.６２５６８.６３２２８.０３４１２３５６７６

頭中部Ｄ４４－０.１６０.６７１.２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ２－ａ１－Ｃ１８６.３８０７１.８７９２９.０９７１３１６５７７

頭中部Ｄ４４－０.１８０.５８１.０１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ｂ２－Ｃ１８５.５９０６７.２１２２８.５８７８３９２７８

中間部Ｄ４４－０.１１０.６５１.６黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ｃ２－Ｃ１８５.６５０６７.１５６２７.７７９８３６９７９

中間部Ｄ３－０.２２０.７０.４１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｃ２－Ｃ１８５.７４０６９.３８４２７.２９６１０５２４８０

頭中部Ｄ４４－０.１１０.５１.５９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ｅ２－Ｃ１８５.７５５６４.３２９２５.８３５８７６７８１

頭中部Ｄ３－０.２０.７１.４１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｂ２－Ｃ１８５.７００６９.１９８２８.２４６８１３１８２

完形Ｄ３－０.０９０.６３１.５５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ２－ｄ１－Ｃ１８５.８００７１.１２４２６.１３９１４００４８３

－Ｄ－２１１.２４４.４８３.０２９.９５凝灰岩砥石Ⅶａ９－ｆ２－Ｃ１８５.７９５６８.２２４２４.７１９９４８１８４
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⑤Ｅユニット（第４０図８５～１０２，表８）

　１６，４４ブロックで構成される。両ブロックの一部は平面分布が重なり，垂直分布でも明確な上下

関係が認められないためＥユニットとして取り扱う。

　総数１，２３６点のユニットである。細石刃核７点，ブランク２点，スクレイパー１点全てを図化し

た。細石刃は４２点中８点を図化した。

　細石刃核はⅡ類（８９，９１），Ⅲ類（８５～８７，９３）がみられる。当ユニットはⅢ類が中心となるの

が特徴である。

　８５は作業面を両端に２面有する。片側は打面調整後，もう片側は打面調整無しで細石刃剥離を

行っている。９４は黒曜石Ｂ製のスクレイパーである。剥片の腹面から両側縁にやや急角度の剥離に

より刃部を形成している。

⑥Ｆユニット（第４１～４４図１０３～１４８，表９）

　４，１４，１５，４３ブロックで構成される。４者については平面分布がほぼ重なっている。垂直分布

でも明確な上下関係が認められず（第２８図－１），Ｆユニットとして取り扱う。

　総数１，３７１点のユニットである。細石刃核３２点，ブランク３点，作業面再生剥片２点，叩石１点

全てを図化した。細石刃は５４点中８点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（１０３，１１１，１１２，１２８，１２９），Ⅱ類（１０５，１０７，１１０，１１３，１１９，１２３），Ⅲ類

（１０４，１１５，１１６），Ⅳ類（１３１，１３２，１３４～１３７）がみられる。

　１１５は両端に作業面を有する。打面調整を行うものと行わないものとがある。１４８は安山岩製の叩

石である。上下，側面に若干の叩痕がみられる。

　当ユニットはⅤ類を除く各類がそれぞれまとまって出土しているのが特徴である。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｅ１６７.３２２１.９２.０８黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ３－ｈ１－Ｃ１８５.８３０７２.３２１２２.３６３１２１０８８５

－Ｅ１６４.５６２.０５１.５５１.４２黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ３－ｈ１－Ｃ１８５.８４５７２.３５１２２.３５２１２１１０８６

－Ｅ１６４.７８１.９１.８１.５３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶｂ１－ｉ１－Ｃ１８５.９３５７０.８２９２１.１３１１２９４７８７

－Ｅ１６６.６７２.４１.７１.６黒曜石ＢブランクⅦａ１０－ｈ２－Ｃ１８５.９００６９.５６５２２.３６３２６８９８８

－Ｅ１６２.８７１.８０.８１.８黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ３－ｅ１－Ｃ１８５.８１０７２.０１９２５.２９７１４１５８８９

－Ｅ１６１.９３１.３１.３１.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ３－ｊ１－Ｃ１８５.９１０７２.４３４２０.８２１１２５９３９０

－Ｅ４４２.７８１.６４１.８１.４６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ３－ｅ１－Ｃ１８５.８００７２.１３９２５.５６５１４４７４９１

－Ｅ４４５.０７２.８２１.５５１.２黒曜石ＣブランクⅦａ６－ｇ２－Ｃ１８５.８９０６５.４５７２３.１２０９３８３９２

－Ｅ４４４.１１２.３１.８１.２５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｆ２－Ｃ１８５.８０５６８.１２４２４.９４２９４６０９３

－Ｅ１６９.５５２.２１４黒曜石ＢスクレイパーⅦａ３－ｆ１－Ｃ１８５.８８０７２.６９６２４.７７４１３４４３９４

中尾部Ｅ４４－０.１５０.３１.３５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ｂ１－Ｂ１８６.０１０７２.０５６１８.５８７１１７６０９５

完形Ｅ４４－０.１２０.４３１.３黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ３－ｃ１－Ｂ１８６.０２５７２.３７７１７.７７７１４６１０９６

完形Ｅ１６－０.２０.５１.３２黒曜石Ｂ細石刃Ⅶｂ３－ｇ１－Ｃ１８５.７６０７２.６２６２３.１７２１４６４７９７

中尾部Ｅ４４－０.１７０.４１.６１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ａ１－Ｂ１８５.９７５７２.２３６１９.６５３１２２１９９８

頭中部Ｅ４４－０.１６０.３１.７黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ２－ｇ１－Ｃ１８５.７８５７１.１０９２３.１３８１４４６３９９

頭中部Ｅ４４－０.１２０.４１.６５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１－ｉ１－Ｃ１８５.９００７０.１８４２１.６１９２６７７１００

中間部Ｅ４４－０.１４０.４６２.２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ｂ１－Ｂ１８６.０２５７２.３９４１８.２９１１１７６４１０１

中間部Ｅ４４－０.０９０.４１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ｇ１－Ｃ１８５.８６５７２.９９１２３.７６１１２４８０１０２
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－Ｆ４３.５１.５１.２２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.８１０６１.８５０２６.５４８１０９１２１０３
－Ｆ４４.７４１.７１.３２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７５０６０.６９８２６.２０８７９７０１０４
－Ｆ４３.２４１.４１.３２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７８０６０.５１６２６.８７４７９５３１０５
－Ｆ４３.３４０.９１.１３１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７６０６０.８６５２６.３０８７９８５１０６
－Ｆ４４.０１１.６５１.４５１.７５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ａ２－Ｃ１８５.６８５６１.６６５２９.１５２７９２０１０７
－Ｆ４３.３７１.４１.３１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.８１０６１.９７５２６.５４２１１３８６１０８
－Ｆ４４.３４１.５５１.８１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｅ２－Ｃ１８５.７７５６０.１７９２５.８７７８５１１１０９
－Ｆ４３.５４１.６１.３１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７９０６０.３１８２６.３１９７９６５１１０
－Ｆ４２.３４１.１９１.０９１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｃ２－Ｃ１８５.７８０６１.５６５２７.４２８８４２７１１１
－Ｆ４－１.６１.２１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ０.０００６１.１３４２６.１０３１１０１７１１２
－Ｆ４３.３９１.７１.１５１.５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７７０６０.８０７２６.７００７９９０１１３
－Ｆ４１.８５１.４１１.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.７７０６１.０５１２６.８９９８４８３１１４

�����Ｆ４１３.１３.１５１.８２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｆ２－Ｃ１８５.８２５６４.２２８２４.６３９８７７３１１５
－Ｆ４５.１９２.６１.５１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｂ２－Ｃ１８５.７３５６１.６７８２８.７３２７９１９１１６
－Ｆ４４.４３２.１１.５１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.７９０６１.９２５２６.７００８５８１１１７
－Ｆ４２.７８１.８１.３１.５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.７７０６１.２５０２６.５４２８４９６１１８
－Ｆ４０.８６０.８５０.８１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ４－ｅ２－Ｃ１８５.７６０６３.７７７２５.７８５１０８７１１１９
－Ｆ４１.９３１.６１.２１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７９０６０.６９９２６.６０１７９８２１２０
－Ｆ４２.５４１.６１.２１.０３黒曜石ＡブランクⅦａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７８０６０.６１３２６.６９３７９８０１２１
－Ｆ４０.８６１０.７２１.６８黒曜石Ａ�������Ⅶａ２－ｄ２－Ｃ１８５.７６０６１.５０６２６.９１７８４７２１２２
－Ｆ１４２.５６１.２１.１１.５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｆ２－Ｃ１８５.８３５６０.７２８２４.００３８７１４１２３
－Ｆ１４１.２６１.１１.１１１.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ２－ｆ２－Ｃ１８５.７７０６１.５８７２４.９１９８７４３１２４
－Ｆ１４７.６８２.３２.２１.６黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ４－ｅ２－Ｃ１８５.７５５６３.３９７２５.８５６８６３０１２５
－Ｆ１４５.１９２.１１.６２.０５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｆ２－Ｃ１８５.８２５６０.９０４２４.４９３８７２２１２６
－Ｆ１４１１.１７３.１２１.７黒曜石ＢブランクⅦａ２－ｅ２－Ｃ１８５.７９０６１.１７７２５.７５４１１０３１１２７
－Ｆ１４４.３１.８１.３５１.９５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｆ２－Ｃ１８５.８１５６０.９０６２４.１６６８７２６１２８
－Ｆ１５５.２１８.２１.４５２.０３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｇ２－Ｃ１８５.８４０６０.７０８２３.９３５１１０７３１２９
－Ｆ１５２.５７１.７１.３１.２５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｆ２－Ｃ１８５.８３０６０.８０５２４.２２８８７２７１３０
－Ｆ４３１.５７０.９１.３２.１黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７８０６０.２４６２６.７２４７９５７１３１
－Ｆ４３３.３７１.６５１.３５１.４黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ３－Ｃ１８５.７６５５９.８４６２６.９１４９１５５１３２
－Ｆ４３４.２３１.８１.８１.４５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７８０６０.２５２２６.１６１７９６３１３３
－Ｆ４３２.４９１.４１.２５１.５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ３－ｅ２－Ｃ１８５.７７０６２.９６０２５.８４２８６３５１３４
－Ｆ４３３.３８１.４１.７１.４５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｃ２－Ｃ１８５.７９０６０.８０４２７.５５８７９３８１３５
－Ｆ４３４.４１.８１.６５１.８黒曜石ＣブランクⅦａ９－ｃ３－Ｃ１８５.７８０５８.３８８２７.４８４９０４４１３６
－Ｆ４３５.１１２.５５１.２５１.７８黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｃ３－Ｃ１８５.８１０５８.９０１２７.０２９９０７４１３７
－Ｆ４３２.５２１.７５０.８０.８５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｃ２－Ｃ１８５.７７０６０.４１６２７.１３９７９５０１３８
－Ｆ４３０.８１０.７０.９１.８５黒曜石Ｃ�������Ⅶａ９－ｅ３－Ｃ１８５.８３５５８.５０８２５.２５１９２７３１３９

中間部Ｆ１４－０.１５０.６２０.７黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ２－ｃ２－Ｃ０.０００６１.３１３２７.０２８１０９７７１４０
頭中部Ｆ４３－０.２１０.６１１.６２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｇ２－Ｃ１８５.８７５６３.５１７２３.４９０１０８６６１４１
頭部Ｆ４３－０.１５０.７０.９５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ１０－ｅ３－Ｃ１８５.７９０５９.４５０２５.０７７１２４０７１４２
頭中部Ｆ４３－０.０９０.５１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ｃ３－Ｃ１８５.６９５５７.２２８２７.９８７９０８６１４３
頭中部Ｆ４３－０.１０.５１.５２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１０－ｄ３－Ｃ１８５.７５５５９.８０１２６.９１８９１５４１４４
頭中部Ｆ４３－０.１５０.４５１.４５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｅ２－Ｃ１８５.７６５６３.６６７２５.７０４８６２８１４５
頭中部Ｆ４３－０.１１０.５３０.９９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１－ｄ２－Ｃ１８５.７７０６０.５７８２６.４９２７９７６１４６
中間部Ｆ４３－０.１５０.５１.２３黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｆ２－Ｃ１８５.８００６３.２６９２４.３５２８７９４１４７
－Ｆ�����２２７.６４３.７９.６４.７安山岩叩石Ⅶａ２－ｅ２－Ｃ１８５.７４５６１.４９６２５.２３５９１７３１４８
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⑦Ｇユニット（第４５図１４９～１６２，表１０）

　５，１８，３６ブロックで構成される。５，３６ブロックは平面分布が重なっている。また，１８ブロッ

クについては一部重なっている。分布にばらつきが見え，垂直分布がうまくいかない可能性がある

ので，小グリッドの２列（１�幅）での垂直分布の比較を行った。その結果，垂直分布は重複部分

について明確な上下関係が認められないため（第２８図－２），Ｇユニットとして取り扱う。

　総数５５３点のユニットである。細石刃核８点，スクレイパー１点，細石刃核整形剥片１点全てを

図化した。細石刃は７点中４点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（１５２），Ⅱ類（１５８），Ⅲ類（１４９，１５１，１５３），Ⅴ類（１５０）がみられる。１５０の背

面はポジ面である。Ⅲ類のいずれにも打面調整がみられることが特徴といえようか。

　１５５はスクレイパーである。薄手の剥片の端部にやや急角度な調整により刃部を形成している。

１５７は両端に作業面を持つ。両端とも打面調整が行われている。

⑧Ｈユニット（第４６図１６３～１７４，表１１）

　６ブロック，１７ブロックで構成される。両ブロックは平面分布が一部重なっている。特に１７ブ

ロックについては線状に分布がみられる。垂直分布をみると，２０．５～２２の座標にかけて６ブロック

が上位にみえるが，１７ブロックが斜めに線状に偏った分布を見せていることに起因する乱れである

（第２８図－３）。よって６，１７ブロックをＨユニットとして取り扱う。

　総数６４８点のユニットである。細石刃核４点，作業面再生剥片１点，細石刃７点全てを図化した。

　細石刃核はⅠ類（１６４），Ⅴ類（１６６）がみられる。１６３は両端に作業面をもつ。１６６の打面はポジ

面である。素材剥片の背面を縦位に作業面として利用している。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｇ５７.４６２１.５２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｊ２－Ｃ１８６.０４５６１.９８７２０.６４８２７２２１４９

－Ｇ５５.０２１.２２１.６２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｊ２－Ｃ１８６.０２０６１.７５２２０.８８６３９４４１５０

－Ｇ５３.９１.２１１.４８２.３２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ２－ｈ２－Ｃ１８５.８６５６１.８１６２２.６００８８６５１５１

－Ｇ５４.７４１.７３１.５９２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ３－ｊ２－Ｃ１８６.００５６２.３５７２０.５１４２７９７１５２

－Ｇ５４.５１１.５１.６１１.５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｈ２－Ｃ１８５.９０５６０.７９４２２.６５０８８７８１５３

－Ｇ５２.１７１.１１.３１.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｈ２－Ｃ１８５.９５５６０.８８８２２.２２７８８８５１５４

－Ｇ５５.３１２.６０.８５２.１黒曜石ＡスクレイパーⅦａ２－ｉ２－Ｃ１８５.９７５６１.７１１２１.６５４３９５６１５５

－Ｇ５２.４２１.９５１２黒曜石Ａ��������Ⅶａ２－ｈ２－Ｃ１８５.９２５６１.０４６２２.３１３８８８６１５６

－Ｇ１８４.９９１.９１.７５１.７黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ２－ｉ２－Ｃ１８６.０００６１.０３４２１.６２１３３１２１５７

－Ｇ３６８.９１.６６１.６３.６黒色安山岩細石刃核Ⅶａ２－ｈ２－Ｃ１８５.８８５６１.５５２２２.６０２８８６９１５８

完形Ｇ５－０.１８０.６２０.７黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｉ３－Ｃ１８６.０６０５９.４９１２１.６３５３９２３１５９

頭中部Ｇ５－０.１０.５８０.８５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ３－ｉ２－Ｃ１８６.０５５６２.９７７２１.２９０３３７９１６０

中間部Ｇ５－０.１７０.７１.１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ｈ２－Ｃ１８５.９８０６０.７１１２２.２５５３６４１１６１

頭部Ｇ５－０.２１０.６２０.９黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｉ３－Ｃ１８６.０１５５９.４２１２１.９４９４５４６１６２
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

�����Ｈ６１３.０５２.７１.５２.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｉ２－Ｃ１８５.９２０６５.４７９２１.８８１３５３５１６３

－Ｈ６５.６９２.４１.１２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ２－Ｃ１８５.７０５６９.０４３２６.７９３１０５２９１６４

－Ｈ６７.２７２.５１.１２.１５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｇ２－Ｃ１８５.８７０６５.５９８２３.０５８９３８６１６５

－Ｈ６４.９６１.４１.６２.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｇ２－Ｃ１８５.８８０６５.５７０２３.０４１１０７７８１６６

－Ｈ６０.５２１０.５２１.８黒曜石Ａ�������Ⅶａ５－ｈ２－Ｃ１８５.９５０６４.００５２２.４１９８９２６１６７

中間部Ｈ６－０.１９０.６１.２黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ５－ｇ２－Ｃ１８５.９４０６４.６８９２３.３６９９４０６１６８

中間部Ｈ６－０.１２０.５２０.８８黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ４－ｉ２－Ｃ１８６.００５６３.１７４２１.０１０４９４０１６９

中間部Ｈ６－０.０７０.３９０.６黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ４－ｉ２－Ｃ１８５.９６５６３.５３５２１.９７８５６５６１７０

頭部Ｈ６－０.１０.５２０.７５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ４－ｉ２－Ｃ１８５.９３５６３.３８６２１.８５８８９８９１７１

頭部Ｈ６－０.０９０.５０.６３黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ５－ｇ２－Ｃ１８５.９３０６４.４５２２３.２０４９３７４１７２

中間部Ｈ６－０.１３０.３１０.５２黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ５－ｉ２－Ｃ１８５.９１０６４.２６３２１.７６２１０８２０１７３

尾部Ｈ１７－０.２０.５０.９黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ５－ｊ２－Ｃ１８５.９３０６４.３８９２０.４７８１３１３０１７４
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｉ７４.３１２.４０.９２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８５.９７０６６.０６８１７.５７０３４４９１７５

－Ｉ７９.３５２.６９１.２９２.３２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ７－ｃ２－Ｂ１８５.７０５６６.６９４１７.８７８９９７７１７６

－Ｉ７４.６７２.２１.２１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８６.０１０６４.６４９１８.８２１３０１１１７７

－Ｉ７５.６９２.０５１.１２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９８０６５.５１５１８.８２９３１４１１７８

－Ｉ７７.７１２.５１.３２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９９０６５.７４６１８.６５９１６３０１７９

－Ｉ７６.９３１.９５１.５１２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９３５６５.９７７１８.５７３４２６０１８０

－Ｉ７７.８１２１.２５２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８５.９９０６６.６２６１７.４６９２４３３１８１

－Ｉ７７.８４２.５１.６２.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０００６７.３０９１７.４８６１３６３１８２

－Ｉ７９.２８２.５１.８２２.４黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶｂ７－ｃ２－Ｂ１８５.９４５６６.８４８１７.２１５７６６７１８３

－Ｉ７６.４７２１.４２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９７０６５.４５９１９.５５４２５４９１８４

－Ｉ７５.１２２.６５１.２１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｂ２－Ｂ１８５.９５５６６.２１２１８.７３３２４７４１８５

－Ｉ７４.９５２１.５１.６１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｄ２－Ｂ１８６.０３５６６.０７２１６.６０１１４６５１８６

－Ｉ７４.２１.５２１.３２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９７５６５.２１８１９.５６０２５５１１８７

－Ｉ７３.５４１.４１.２５１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９８０６５.４９１１９.１３１２５６４１８８

－Ｉ７３.４８１.６１.４１.９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｊ２－Ｃ１８５.９５０６５.６２２２０.４４３３５５７１８９

－Ｉ７４.３９１.４１.５８２.１４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９８５６５.５２０１８.８７７１６４４１９０

－Ｉ７５.７３１.８１.７１.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８５.９９５６６.４２８１７.５１２２４３４１９１

－Ｉ７３.９６２.１３１.３２.１８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ６－ｇ２－Ｂ１８６.０７０６５.８４７１３.２３５１０１２４１９２

－Ｉ７２.４１１.５１.１５１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８６.０１０６６.８８４１７.５５３１３８０１９３

－Ｉ７３.５４１.８１.３９１.３８黒曜石ＡブランクⅦａ７－ａ２－Ｂ１８５.９３０６６.３３３１９.４９３２４５１１９４

－Ｉ７２.３９１.３１.０５０.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｃ２－Ｂ１８６.０００６８.３７２１７.７２１１２９０１９５

－Ｉ７４.５２２.０５１.１２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８６.０１５６４.４５５１８.７８０２６５３１９６

－Ｉ７３.９８１.６１.５５１.７２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９６５６５.１０５１９.４９３２６２２１９７

－Ｉ７３.５７１.２５１.２２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｊ２－Ｃ１８５.９８５６５.２３８２０.１１１３５４７１９８

－Ｉ７６.７３１.８５１.９１２.１４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８６.６５０６４.９６５１８.５０９６４３１１９９

－Ｉ７３.６１.５１.４１.８６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８５.９７０６６.７６８１７.４１６３４３４２００

－Ｉ７２.３１１.４５０.９１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｃ２－Ｂ１８６.０１０６５.２３６１７.５５２４０７７２０１

－Ｉ７３.５３１.７１.５１.４５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９５０６５.７４０１８.２３４７４７１２０２

－Ｉ７３.６７１.８１.３１.３６黒曜石ＡブランクⅦａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９７５６５.３７４１８.７８４３０３７２０３

－Ｉ７１.５１.２１.２１.２５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｉ２－Ｃ１８５.９１５６６.６４９２１.２８９３５８５２０４

－Ｉ７４.０６１.６１.４２.３黒曜石ＡブランクⅦａ５－ａ２－Ｂ１８５.９９５６４.５２０１９.２１９２６４６２０５

－Ｉ７２.６８２.０５１.４１.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０２０６７.７６０１７.６２１１３３２２０６

�����Ｉ７５.１７２.１５１.２９１.８５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ７－ｃ２－Ｂ１８５.９２５６６.９６２１７.６１８７６７３２０７

－Ｉ７９.０９２.７１.７２.５黒曜石ＡブランクⅦａ７－ｉ２－Ｃ１８５.９１５６６.０４７２１.４６０３５９１２０８

－Ｉ７０.３２.５１.４１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８５.９９５６４.７２０１８.６３２４３６１２０９

－Ｉ７３.９４１.９１.２１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９８５６５.０４７１８.９００２６１３２１０

－Ｉ７７.２２.９９１.６１.７黒曜石ＡブランクⅦａ７－ｈ２－Ｃ１８５.８６５６６.７６４２２.１２１３５９４２１１

－Ｉ７５.１２１.７５１.４２.５黒曜石ＡブランクⅦａ５－ｃ２－Ｂ１８６.０６０６４.００８１７.３５０２１９７２１２

－Ｉ７４.１１１１.５３.１黒曜石Ａナイフ形石器Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８６.０４０６４.７５９１８.３５５２６０５２１３

－Ｉ１９７.３１２.４１.６１.８黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶｂ６－ａ２－Ｂ１８５.９００６５.０５８１９.６８５７１３４２１４

－Ｉ１９２.４６１.２１１.３２１.８黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９８０６５.３３７１９.５４９４４０４２１５

－Ｉ７－２.６１.３２黒曜石ＡブランクⅦａ７－ｃ２－Ｂ１８５.９８０６６.７０６１７.３４７１４１５２１６

中間部Ｉ７－０.１７０.４１１.１１黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ７－ｂ２－Ｂ１８５.９１５６６.２３６１８.２３９１０１７４２１７

頭中部Ｉ７－０.１８０.５５１.２１黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ６－ｃ２－Ｂ１８５.９６５６５.５１５１７.９９１７６０４２１８

完形Ｉ７－０.２０.６１.２９黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９８０６５.２５６１８.１１７７０９９２１９

頭中部Ｉ７－０.１５０.５５１.０１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９７０６５.３６２１８.３６４７０１９２２０

頭部Ｉ７－０.１１０.６０.９８黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ５－ｃ２－Ｂ１８６.０２０６４.９８１１７.８３８２６００２２１
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⑨Ｉユニット（第４７～５０図１７５～２２１，表１２）

　７，１９ブロックで構成される。７，１９ブロックに加えて３７ブロックも大小の違いはあるものの，

分布の中心が一致している。しかし，垂直分布は７，１９ブロックは一致しているが，３７ブロックが

全体的に上位に位置している。特に座標１８から１８．５にかけての分布の中心が７，１９ブロックが

１８５．９５�付近をピークとしているのに対し，３７ブロックについては１８６�付近をピークとしている

（第２９図－１）。よって７，１９ブロックをＩユニットとして扱い，３７ブロックは時期の新しい単独

のブロックとして別に取り扱う。

　総数３，８３１点で，当遺跡最大規模のユニットである。細石刃核３４点，ブランク７点，ナイフ形石

器１点全てを図化した。細石刃は３５点中５点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（１７５～１８２，１８６，１８９～１９１，２０６，２１４），Ⅱ類（１８７，１８８，１９２，１９５～１９７，１９９，

２０１，２０２，２０５，２０７，２１０，），Ⅲ類（１８５），Ⅳ類（２００）がみられる。Ⅰ類，Ⅱ類が卓越しているこ

とが当ユニットの特徴である。

　１７８，１８０，１９０，２０７は両端に作業面を有する。１７８は両端ともに打面調整がみられず，１８０，２０７

は打面調整のあるものとないものとが共存する。１９０は両端ともに打面調整がみられる。２０７は打面

が両端で１８０°異なっている。２１３はナイフ形石器で，切出形を呈すると考えられる。刃部が欠損し

ている。

⑩Ｊユニット（第５１～５２図２２２～２３９，表１３）

　Ｊユニットは２１ブロックの単独で構成され，総数１，０７３点のユニットである。細石刃核８点，ブ

ランク２点，スクレイパー２点，石核２点，細石刃４点の全てを図化した。

　細石刃核はⅢ類（２２２，２２４～２２７）が特徴的にみられ，いずれも下縁が尖っているのが特徴であ

る。

　２２７は作業面を両端に有する。両端ともに打面調整は観察されない。２３２，２３３は黒曜石Ｂ製のス

クレイパーである。２３２は剥片の片側縁に鋭角な二次加工を施し，刃部を形成している。２３３は大型

の剥片の両側縁に鋭角な二次加工を施し，刃部を形成している。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－Ｊ２１９.７２.９２.１１.９黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ９－ｄ２－Ｂ１８６.０５５６８.４６９１６.６７９１２７３２２２
－Ｊ２１１１.９６３.５５１.９５１.８黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ９－ｄ２－Ｂ１８６.０３５６８.３５４１６.７３１１２７４２２３
－Ｊ２１６.３１１.７１.６２.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０１５６７.７８１１７.７５８１３３３２２４
－Ｊ２１９.５５２.５１.７１.９５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｄ２－Ｂ１８５.９９８６７.４２０１６.５７９１３２４２２５
－Ｊ２１１０.４３２.９１.６２.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｄ２－Ｂ１８６.０４５６７.９９７１６.４１０１２８６２２６
－Ｊ２１４.９７２.１１.３２１.７黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０００６７.９９５１７.６８３１２９１２２７
－Ｊ２１９.５３２.４２.６２.３黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｄ２－Ｂ１８６.０４８６７.８８７１６.４４２１２８７２２８
－Ｊ２１１１.８２３.１１.３４２.９５黒曜石ＢブランクⅦｂ６－ｆ２－Ｂ１８５.９５０６５.８６２１４.３３２９９６９２２９

���������Ｊ２１２.３３０.９２.５３２.１黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０００６７.２００１７.３８０１３６０２３０
－Ｊ２１４.９５２.４５１.７１.７黒曜石ＢブランクⅦａ７－ｄ２－Ｂ１８６.０１５６６.２４９１６.０１０３２７８２３１
－Ｊ２１５.９１.１２.２２.８黒曜石ＢスクレイパーⅦａ８－ｅ２－Ｂ１８６.０６８６７.６１３１５.８５０１３１５２３２
－Ｊ２１３６.９１１.９５５４.８黒曜石ＢスクレイパーⅦａ８－ｃ２－Ｂ１８６.０００６７.２４７１７.７５９１３６７２３３
－Ｊ２１２２.５４３.６１.７黒曜石Ｂ石核Ⅶａ３－ｂ１－Ｂ１８６.０１０７２.７２３１８.３５５１１７３０２３４
－Ｊ２１８.４１.７２.６２.１黒曜石Ａ石核Ⅶａ６－ｄ２－Ｂ１８６.０３０６５.９３８１６.７３１１４７３２３５
－Ｊ２１－－－－黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ８－ｄ２－Ｂ１８６.０７７６７.８２４１６.３７６１３０６２３６
中間部Ｊ２１－０.１２０.５０.９５黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ７－ｅ２－Ｂ１８６.０９０６６.５５３１５.３４１１１３２２３７
頭部Ｊ２１－０.１４０.６１１.０５黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ７－ｄ２－Ｂ１８６.０１０６６.６７７１６.６０１２２７１２３８
尾部Ｊ２１－０.１１０.４１０.９５黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ７－ｅ２－Ｂ１８６.０５０６６.６７１１５.２３６５２３０２３９
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⑪Ｋユニット（第５３～５５図２４０～２７９，表１４）

　８，９，１０，２２，３８ブロックで構成される。８・９・１０ブロックは同一石材でそれぞれ異なる分

布の中心を持つが，非常に近接しており，垂直分布にも差が認められないため同一ユニットとして

取り扱う。２２ブロックは８ブロックの一部と平面分布が重なる。３８ブロックは８ブロックと平面分

布の中心が重なる。これらのブロックの垂直分布をみると，明確な上下関係が認められないため

（第２９図－２），Ｋユニットとして取り扱う。

　総数１，７８４点のユニットである。細石刃核２５点，ブランク６点，スクレイパー１点，石鏃１点の

全てを図化した。細石刃は３２点中７点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（２５５，２７０），Ⅱ類（２４０，２４１，２４３，２４５，２５０，２６１，２６９），Ⅲ類（２４９，２６７），

Ⅳ類（２４４，２７１），Ⅴ類（２５７）がみられる。

　２５４は黒曜石Ａ製のスクレイパーである。円礫から剥離した剥片の周辺に背面からやや鋭角な二

次加工を施し，刃部を形成している。２５７の細石刃核の打面はネガ面である。剥離方向を横に利用

して作業面を形成している。２５８は両端に作業面を有する。両端ともに打面調整がみられる。２７２は

黒色安山岩製の凹基無茎鏃である。非常に丁寧な剥離により製作されている。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－Ｋ８２.７６１.５０.９２.５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｇ２－Ｂ１８６.１９２６７.９９５１３.５３７８９７２４０
－Ｋ８４.２１.５１.１５２.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｇ２－Ｂ１８６.１２８６６.９６８１３.０１６６２１２４１
－Ｋ８３.１１.３１.１５２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｇ２－Ｂ１８６.１６７６７.８９５１３.５４４８９４２４２
－Ｋ８３.４１２.３１.６２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｇ２－Ｂ１８６.１５５６６.９０８１３.５５４９７６２４３
－Ｋ８２.８５１.２５０.８５２.０９黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｈ２－Ｂ１８６.１３９６７.１２６１２.７７２５９９２４４
－Ｋ８２.６３１.１１.４５２.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｈ２－Ｂ１８６.１６６６６.５０８１２.５４３４３５２４５

�����Ｋ８５.３６１１.４５１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｉ２－Ｂ１８６.１４２６７.５３３１１.４６４３７８２４６
－Ｋ８３.４１.０５１.５５２.１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ７－ｈ２－Ｂ１８６.８１５６６.８３２１２.５０６６２４６２４７
－Ｋ８２.０２１０.９２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｇ２－Ｂ１８６.１５９６７.３０３１３.３４８６１２２４８
－Ｋ８７.４５２.６２.２１.９６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ７－ｆ２－Ｂ１８６.１３０６６.０２２１４.０２６１８８８２４９
－Ｋ８４.５２１.３５１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｈ２－Ｂ１８６.１３３６７.５８２１２.９１６６０３２５０
－Ｋ８３.１４２.２１.２１.６黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ７－ｇ２－Ｂ１８６.０８５６６.０２５１３.４６０７１８４２５１
－Ｋ８３.９４２.２５１.４１.４黒曜石ＡブランクⅦａ７－ｈ２－Ｂ１８６.１９２６６.５３７１２.４１８４３６２５２
－Ｋ８２.３６１.９１.６０.９黒曜石ＡブランクⅦｂ７－ｇ２－Ｂ１８６.１００６６.６７１１３.２０１７６４７２５３
－Ｋ８６.５２１.１３.６３.４黒曜石ＡスクレイパーⅦｂ７－ｇ２－Ｂ１８６.１１０６６.５５３１３.２２１６５９４２５４
－Ｋ９５.３５２.１１.２２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｈ２－Ｂ１８６.１７８６９.３０７１２.３５２７４７２５５
－Ｋ９６.９２２.２１.５２.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｇ２－Ｂ１８６.１８６６８.４４１１３.７７５８４１２５６
－Ｋ９７.８１２１.７２.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｇ２－Ｂ１８６.１４７６９.３２７１３.７００７７８２５７
－Ｋ９６.０１２.１１.５１.７３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｉ２－Ｂ１８６.１５５６７.９０８１１.６５９１７８３２５８
－Ｋ９２.７３１.４１.３１.０５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｆ２－Ｂ１８６.０９８６８.３４４１４.４５８８６８２５９
－Ｋ９１.４５０.９１.４１.２黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｆ２－Ｂ１８６.１６７６８.３２５１４.１６９８５５２６０
－Ｋ９２.８５１.０５１.３５１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｈ２－Ｂ１８６.１９２６８.８６５１２.５７１８０８２６１
－Ｋ９１２.４２.６４１.５２.８１黒曜石ＡブランクⅦａ１０－ｉ２－Ｂ１８６.１７６６９.２４０１１.０３５２８１２６２
－Ｋ９５.０１１.９２.１１.４黒曜石ＡブランクⅦａ８－ｉ２－Ｂ１８６.１５５６７.９５４１１.９２９４６９２６３
－Ｋ９４.２５１.９９１.８１.５１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ８－ｉ２－Ｂ１８６.０９０６７.９２０１１.８００７７２０２６４
－Ｋ９２.３１.８５１.２１１.７１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｉ２－Ｂ１８６.２０２６８.９６１１１.２２１４８７２６５
－Ｋ９２.０５１.５１１.１黒曜石ＡブランクⅦａ８－ｈ２－Ｂ１８６.１３８６７.１３４１２.２０５４５３２６６
－Ｋ１０４.８８２.１１１.５１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｊ２－Ｂ１８６.１７７６８.３６７１０.９０５３５８２６７
－Ｋ１０４.３１２.３１.８１黒曜石ＡブランクⅦａ７－ｊ２－Ｂ１８６.１７４６６.８６４１０.６８３３２３２６８
－Ｋ３８５.１４１.９１.４５２.２黒色安山岩細石刃核Ⅶａ６－ｇ２－Ｂ１８６.１３０６５.９３７１３.２０７１８８２２６９
－Ｋ３８７.１３２.１１.４０.７黒色安山岩細石刃核Ⅶａ７－ｈ２－Ｂ１８６.１７９６６.２６１１２.８３９４２３２７０
－Ｋ１０２.０６１１.４５１.４黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｉ２－Ｂ１８６.１２３６７.０８３１１.６９６３８４２７１
－Ｋ３８０.５２１.５５０.３１.５９黒色安山岩石鏃Ⅶａ７－ｉ２－Ｂ１８６.１６９６６.７０９１１.４４３３９３２７２

頭中部Ｋ８－０.１２０.４５０.７６黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ７－ｇ２－Ｂ１８６.０７５６６.６５１１３.６１４７１９１２７３
頭中部Ｋ８－０.１１０.５１.２黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ８－ｉ２－Ｂ１８６.０６５６７.８９０１１.８９７９９０８２７４
中間部Ｋ８－０.２４０.６１.４７黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ６－ｇ２－Ｂ１８６.１４４６５.９２１１３.４３２６６４２７５
中間部Ｋ９－０.１４０.５０.９５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ９－ｇ２－Ｂ１８６.１３５６８.８２０１３.２０７１７９６２７６
中尾部Ｋ９－０.１４０.４７１.２黒曜石Ａ細石刃Ⅶｂ８－ｈ２－Ｂ１８６.１１５６７.９８６１２.５３９６５６８２７７
完形Ｋ９－０.１３０.６１.５黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ９－ｉ２－Ｂ１８６.１４８６８.３８４１１.８０７４７２２７８
中間部Ｋ９－０.１２０.５９１.２１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１０－ｈ２－Ｂ１８６.１７０６９.２０５１２.９３３１７２５２７９
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｌ２０９.４２.３１.６２.２黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶｂ１－ｂ１－Ｂ１８６.０２０７０.５８８１８.８４４１４６２２２８０

－Ｌ２０８.２４２.９８１.７１１.９１黒曜石ＢブランクⅦｂ１０－ｅ２－Ｂ１８６.０４０６９.７４３１５.９９３３７４１２８１

－Ｌ２０６.２８１.８１.９１.７黒曜石ＢブランクⅦａ２－ｄ１－Ｂ１８６.１２５７１.３５８１６.１９５１１７８７２８２

－Ｌ２０１２.８６３.７１.７９２.０９黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶｂ１－ａ１－Ｂ１８５.９７０７０.４５４１９.１９４１４６２３２８３

－Ｌ２０５.２６１.４５１.９５２.３５黒曜石ＢブランクⅦａ１０－ｄ２－Ｂ１８６.１００６９.８７１１６.９４７１２４４２８４

－Ｌ２０５.８７１.６５１.７１.４５黒曜石ＢブランクⅦａ９－ｅ２－Ｂ１８６.０９６６８.４９７１５.５４０１０７６２８５

－Ｌ２０１.５４０.７１.５１.６黒曜石ＢスクレイパーⅦｂ８－ｃ２－Ｂ１８５.９５０６７.２６４１７.９０６６８２５２８６

尾部Ｌ２０－０.２３０.７１.６黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ９－ｄ２－Ｂ１８６.０００６８.８９１１６.９７１１２６２２８７



－７４－

⑫Ｌユニット（第５６図２８６～２９３，表１５）

　２０ブロックの単独で構成される総数１２７点のユニットである。細石刃核２点，ブランク４点，ス

クレイパー１点，細石刃１点の全てを図化した。

　細石刃核はⅢ類（２８０，２８３）が特徴的にみられる。

　２８６は黒曜石Ｂ製のスクレイパーである。剥片の片側縁に急角度な二次加工を施している。

⑬Ｍユニット（第５７～６０図２８８～３７０，表１６）

　２３～２６，２９，３０，３２，３３の８つのブロックで構成される。２３，２９，３２ブロックは平面分布の中心

が重なる。垂直分布は明確な上下関係が認められず（第２９図－３），同一ユニットとして取り扱う。

２４ブロックについても中心はずれているものの平面分布において重なりがみられた。そこで，２４ブ

ロックと３２ブロックについて垂直分布を確認した（第３１図－１）ところ，２４ブロックが下位にある

傾向が見られた。傾斜によるデータの攪乱も考えられるため，１�ごとに区切って垂直分布を確認

した（第３１図－２，３）ところ，７区の９列においてほぼ２４ブロックのみの落ち込みが観察された

（第３１図－３）。このデータについては２４ブロック（黒曜石Ｃ）の土坑である可能性，攪乱の可能

性等があるが，明確にできない。落ち込み状の上位の通常の垂直分布に一部重なりがみられること

から，ここでは２４ブロックについても同一に取り扱うこととする。また，Ｃ－６，７区の横断面の

垂直分布をみると，座標１８～１９の地点に横転か何かの攪乱がみられる（第３０図－２）。そこで，①

６区と７区の平面分布の空白は攪乱が影響している②攪乱を除く垂直分布はスムーズに連続してい

る，の２点から判断して，６区の２５，２６，３０，３３ブロックも同一ユニットとして扱える可能性を考

えた。そこで，２５，２６，３０，３３ブロックについて垂直分布をみた（第３０図－３）ところ，攪乱を受

けている６区の１列付近で２５ブロックが下位にある傾向を見せたが，その他については明確な上下

関係が見いだせなかったため，Ｍユニットとして一括して扱うこととした。

　総数２，０５４点のユニットである。細石刃核１２点，ブランク２点，楔形石器１点，スクレイパー１

点，石核２点，石斧１点，石鏃１８点，打面再生剥片１点，叩石１点の全てを図化した。細石刃は

１１３点中４３点を図化した。土器２点についてはいずれも土器粒のため，図化できなかった。

　細石刃核はⅠ類（２９０，２９２，２９５，２９９），Ⅱ類（２８８，２８９），Ⅳ類（２９３，２９４，２９６，２９７），Ⅴ類

（２９１）がみられる。類はともかく細石刃核に小型の一群がまとまってみられるのが当ユニットの

特徴である。

　２９１の細石刃核は作業面が両端に存在している。打面は作業面側から剥離したネガ面であり，縦

型スポールを剥いでいる可能性もある。打面調整は両端でみられる。２９６は作業面を２面有する。

最初の作業面を打面転移により側面に利用し，最初の作業面を切るような形で剥離を進行させてい

る。２９７は作業面を両端に有する。両端の作業面は上下が逆になっており，打面調整はともにみら

れる。３０１は黒曜石Ｄ製のスクレイパーである。剥片の片側縁に簡易な二次加工を施し，刃部を形

成している。３０４～３１１，３１４～３２３は石鏃である。三角形鏃で凹基のもの（３１４，３１７，３２０），三角形

鏃で平基のもの（３０６，３１０，３１１，３１５，３２２），大久保型石鏃や帖地型石鏃に類似するもの（３１８）

等に分類される。作りはいずれも非常に丁寧である。３１３，３２４は黒色安山岩製の石核で，石鏃の素

材獲得を目的としたものであると考えられる。いずれも打面転移がみられる。３４３は安山岩製の円

形の叩石である。長軸の片側端部に集中して打痕が観察される。
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
���������Ｍ２６２.１６１.１５１.３１.４黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ４－ｂ６－Ｃ１８５.９５０２３.５２１２８.７４４２０６５３２８８
－Ｍ２５７.２１.９１.４２.６５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ａ６－Ｃ１８５.８５０２０.６１９２９.００３２１２６１２８９
－Ｍ２５２.３３１.７１.２５１.７黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ３－ｂ６－Ｃ１８５.９１５２２.５４９２８.８７２２０６９５２９０
－Ｍ２５１.７９１.３１.０８２.２黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ３－ｊ６－Ｄ１８５.７６５２２.０３１３０.５１７２０９５１２９１
－Ｍ２５２.１１.１１.３１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶｂ１－ｊ６－Ｄ１８５.６８０２０.０５０３０.０３９２３３６７２９２
－Ｍ２５１.４２０.９４０.９９１.６９黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ５－ｇ６－Ｄ１８５.３１５２４.１５２３３.２４８２２０８９２９３
－Ｍ２６１.６７１１.２１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ６－ｂ６－Ｃ１８５.７６５２５.７５５２８.１３０２２１００２９４
－Ｍ２６０.８１０.８５１.０５１.１黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶｂ６－ｂ６－Ｃ１８５.６８０２５.４６３２８.７０９２２７３９２９５

�����Ｍ２６２.３３１.２１.１２黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ７－ｂ６－Ｃ１８５.８８０２６.４３３２８.４１１２０８１９２９６
－Ｍ２６１.９６１.５１.０５１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ５－ｃ６－Ｃ１８５.８５０２４.８５２２７.６７５２１３５２２９７
－Ｍ２４８.８３２.１１.６２.６黒曜石ＣブランクⅦａ９－ａ７－Ｃ１８６.０００１８.６５５２９.９８１２００６５２９８
－Ｍ２９８.２３２１.９５２.８黒曜石Ｄ細石刃核Ⅶａ５－ａ７－Ｃ１８６.０７０１４.５７６２９.６８１２２５５９２９９
－Ｍ３０５.９３.２５０.９２.７黒曜石ＤブランクⅦａ２－ｊ６－Ｄ１８５.８１０２１.２３３３０.９５５２０９６１３００
－Ｍ３０５.４４０.８２.５５２.５黒曜石ＤスクレイパーⅦａ３－ｊ６－Ｄ１８５.７６０２２.５６２３０.３８７２１００４３０１
－Ｍ３０１.５８２.３２.４０.５黒曜石Ｄ������Ⅶａ１０－ａ７－Ｃ１８５.９５０１９.２０８２９.１９０２００５５３０２
－Ｍ３２２.１９０.７１.７１.４黒色安山岩細石刃核Ⅶａ６－ｉ７－Ｄ１８６.０２０１５.６５４３１.１７８２１８８４３０３
－Ｍ３２０.５４１.２０.３５１.３黒色安山岩石鏃Ⅶａ９－ｈ７－Ｄ１８５.７８０１８.８３２３２.３２５２０１８１３０４
－Ｍ３２０.５４１.０９０.４１.４３黒色安山岩石鏃Ⅶａ７－ａ７－Ｃ１８５.９１０１６.９９６２９.３９２２１７３５３０５
－Ｍ３２０.５７１.４０.４１１.１９黒色安山岩石鏃Ⅶａ１０－ｈ７－Ｄ１８５.７５５１９.１８５３２.０７９２０１３３３０６
－Ｍ３２０.７１１.５５０.３１.６黒色安山岩石鏃Ⅶａ９－ｊ７－Ｄ１８５.８４０１８.５２７３０.７３３２０１４５３０７
－Ｍ３２２.０７１.３０.５２.５黒色安山岩石鏃Ⅶａ６－ｉ７－Ｄ１８６.０５０１５.３４３３１.１３５２２６８７３０８
－Ｍ３２１.６４１.８０.６１.９黒色安山岩石鏃Ⅶａ１０－ａ７－Ｃ１８５.８７５１９.８４６２９.８７４２０７８４３０９
－Ｍ３２０.７５１.９１０.４１.６１黒色安山岩石鏃Ⅶａ７－ａ７－Ｃ１８５.９６０１６.４２４２９.４８９２１６４４３１０
－Ｍ３２０.２９１.３５０.２５０.９黒色安山岩石鏃Ⅶａ８－ｅ７－Ｄ１８５.９６５１７.４７１３５.０９８２０２４６３１１
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－Ｍ３２１.６９０.７２.１２.４黒色安山岩楔形石器Ⅶａ８－ｉ７－Ｄ１８５.８６０１７.７０１３１.０６３２０１３７３１２
－Ｍ３２１０.４５１.８２.４３黒色安山岩石核Ⅶａ８－ｊ７－Ｄ１８５.８７０１７.０９４３０.２６０２１９４６３１３
－Ｍ３３０.３７１.３０.３１.４黒色安山岩石鏃Ⅶａ２－ｈ６－Ｄ１８５.６４０２１.８５７３２.８３８２１０５８３１４
－Ｍ３３０.４３１.３０.３１.３黒色安山岩石鏃Ⅶａ２－ｇ６－Ｄ１８５.５３０２１.７７９３３.９７６２１０５２３１５
－Ｍ３３０.２４１.８９０.２２１.２黒色安山岩石鏃Ⅶａ１－ｉ６－Ｄ１８５.７１０２０.４６０３１.７８１２１２７２３１６
－Ｍ３３０.３８１.２０.３１.２黒色安山岩石鏃Ⅶａ４－ａ６－Ｃ１８５.９００２３.７８８２９.１７７２０６６８３１７
－Ｍ３３１.０７０.１５０.４２.９黒色安山岩石鏃Ⅶａ１０－ｊ６－Ｄ１８５.１３５２９.４４２３０.７５０２３４９０３１８
－Ｍ３３１.０１１.９０.５２２.１黒色安山岩石鏃Ⅶａ１－ｈ６－Ｄ１８５.７００２０.９２５３２.１０５２０９９２３１９
－Ｍ３３０.５１１.３８０.３１.６黒色安山岩石鏃Ⅶａ２－ｊ６－Ｄ１８５.８００２１.６５３３０.６０３２０９４１３２０
－Ｍ３３０.５３１.１０.３１.６５黒色安山岩石鏃Ⅶａ３－ｊ６－Ｄ１８５.７９０２２.０６５３０.０５２２２７８８３２１
－Ｍ３３－１.２５０.３０.９黒色安山岩石鏃Ⅶａ９－ｂ６－Ｃ１８５.７３０２８.７０９２８.１８３２１１８５３２２
－Ｍ３３０.９２１.７０.５１.２５黒色安山岩石鏃Ⅶａ３－ｇ６－Ｄ１８５.７１０２２.５６５３３.１０３２１１２９３２３
－Ｍ３３４９.７１４.８４.５２.８黒色安山岩石核Ⅶａ４－ｈ６－Ｄ１８５.６５０２３.３１３３２.６６７２１０４１３２４
－Ｍ－１０.６７４.１０.８５３.３５頁岩石斧Ⅶａ５－ｉ６－Ｄ１８５.６２０２４.７９２３１.３２３２１１１３３２５
頭中部Ｍ２３－０.１９０.５９１.４黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ８－ａ７－Ｃ１８５.９１５１７.４１８２９.３８７２１７９４３２６
完形Ｍ２３－０.１５０.４８１.６８黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ａ７－Ｃ１８５.９９０１５.３７２２９.４０８２１５８５３２７
中間部Ｍ２３－０.１４０.６１.４黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ６－ｉ７－Ｄ１８５.９９０１５.４６２３１.０９２２３１５０３２８
頭中部Ｍ２３－０.１２０.５２１.４５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ８－ａ７－Ｃ１８５.９０５１７.５４５２９.０９９２３０３０３２９
中間部Ｍ２３－０.１６０.６１.９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ７－ａ７－Ｃ１８５.８４０１６.０９８２９.７３７２３４０５３３０
頭中部Ｍ２３－０.１８０.５１.６１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ａ７－Ｃ１８５.９５０１５.９４７２９.５２７２１６１２３３１
頭中部Ｍ２３－０.２３０.６５１.８５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ａ７－Ｃ１８５.８９５１７.６７２２９.６７３２１８２３３３２
中間部Ｍ２３－０.１７０.５１１.２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ７－ｂ７－Ｃ１８５.９８０１６.０１２２８.８２０２１６００３３３
中間部Ｍ２３－０.１４０.４１.４黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ７－ａ７－Ｃ１８５.９６５１６.０７０２９.１１１２１６０１３３４
中間部Ｍ２３－０.１４０.４８１.０９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ａ７－Ｃ１８５.９７０１５.５８５２９.８１５２１６１８３３５
頭中部Ｍ２４－０.１３０.５９０.９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１０－ｉ７－Ｄ１８５.７８５１９.４２３３１.５７６２０４１９３３６
中間部Ｍ２５－０.１４０.５１１.４８黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ４－ａ６－Ｃ１８５.７００２３.２３０２９.４２３２２７５０３３７
中間部Ｍ２４－０.１４０.４１.５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｉ７－Ｄ１８５.６７５１８.８９４３１.６７６２０３０８３３８
中間部Ｍ２４－０.１８０.７２１.５６黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１０－ｉ７－Ｄ１８５.７７０１９.１５１３１.３３８２０１６９３３９
完形Ｍ２４－０.１６０.５１.９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１０－ｊ７－Ｄ１８５.８５０１９.１６３３０.２５０２０１０７３４０
頭中部Ｍ２４－０.０８０.３２１.１５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ｉ７－Ｄ１８５.７３０１７.８５０３１.０７０２０４２７３４１
中間部Ｍ２４－０.１６０.６１.０２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ１０－ｊ７－Ｄ１８５.７１０１９.００３３０.０００２３１３１３４２
－Ｍ３２５７０６.７３８.３７.４安山岩叩石Ⅶａ８－ａ７－Ｃ１８５.９７０１７.５９２２９.５０８２１８２６３４３
中間部Ｍ２４－０.０８０.６１.４１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ１０－ｆ７－Ｄ１８５.７３０１９.６１５３４.９９３２３２０３３４４
頭中部Ｍ２５－０.１９０.６８２.２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１０－ａ７－Ｃ１８５.９３５１９.５１７２９.５３１２０１１７３４５
頭中部Ｍ２５－０.１２０.４１１.５３黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ａ７－Ｃ１８５.９７５１８.７７８２９.７５０２００５１３４６
頭中部Ｍ２５－０.０９０.４９０.９５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶｂ２－ｉ６－Ｄ１８５.６３０２１.０９７３１.０７７２３３９１３４７
頭中部Ｍ２５－０.１３０.４８１.２１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ａ７－Ｃ１８５.９００１７.２９８２９.１３８２１６９０３４８
中間部Ｍ２５－０.０９０.４３１.２５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｊ６－Ｄ１８５.６３５２３.２９８３０.２２９２２０５５３４９
中間部Ｍ２５－０.０８０.４９１.１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ３－ｊ６－Ｄ１８５.７５５２２.２０５３０.１０３２２０５２３５０
中間部Ｍ２５－０.１３０.７５１.１５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ２－ｊ６－Ｄ１８５.８４０２１.２８７３０.５８９２０９３４３５１
－Ｍ２６－０.１６０.５１.５８黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ａ６－Ｃ１８５.７６０２４.６９８２９.３２１２０８０４３５２
頭中部Ｍ２６－０.１４０.３９１.８１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ｄ６－Ｃ１８６.０４０２４.９５０２６.９４２２０５８８３５３
－Ｍ２６－０.１１０.５１１.１１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｄ６－Ｃ１８５.９５０２８.２６２２６.６０３２０８７２３５４
頭中部Ｍ２９－０.１７０.７８１.８１黒曜石Ｄ細石刃Ⅶｂ６－ｊ７－Ｄ１８６.０１５１５.４５１３０.９７３２３１５１３５５
頭中部Ｍ２９－０.１７０.８７１.３２黒曜石Ｄ細石刃Ⅶｂ７－ｂ７－Ｃ１８５.９４０１６.８１６２８.６９４２３１０７３５６
頭中部Ｍ２９－０.１４０.６１.０９黒曜石Ｄ細石刃Ⅶｂ７－ａ７－Ｃ１８５.８８５１６.９６９２９.３１７２３１１７３５７
頭中部Ｍ２９－０.１５０.５８１.４黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ７－ｇ７－Ｄ１８６.０５０１６.６９７３３.６６８２１８３２３５８
頭中部Ｍ２９－０.１１０.７１.５５黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ６－ｊ７－Ｄ１８６.０４０１５.００７３０.５９５２１８７１３５９
中間部Ｍ２９－０.１４０.５９１.１黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ５－ａ７－Ｃ１８６.０６５１４.５６５２９.３１８２１５０８３６０
中間部Ｍ２９－０.１３０.６５１.６１黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ６－ｉ７－Ｄ１８５.９７０１５.８９４３１.１５４２１８８８３６１
中間部Ｍ２９－０.１１０.５１１.４５黒曜石Ｄ細石刃Ⅶｂ７－ａ７－Ｃ１８５.８９０１６.９５６２９.０３１２３１１１３６２
中間部Ｍ２９－０.１４０.６１.７黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ３－ｂ６－Ｃ１８５.９１０２２.３０４２８.８９４２１２１４３６３
－Ｍ３０－０.１８０.５７１.９黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ１０－ｉ７－Ｄ１８５.７５５１９.２４１３１.８８８２０１７４３６４
中間部Ｍ３０－０.１６０.６１.３３黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ２－ａ６－Ｃ１８５.８４０２１.２８８２９.９１８２０７４１３６５
頭部Ｍ２３－０.１５０.４５０.９５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ａ７－Ｃ１８６.０２０１５.２８８２９.１６７２１５７９３６６
完形Ｍ２３－０.１１０.４１.２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ８－ａ７－Ｃ１８５.８７０１７.５６７２９.６４８２１８２２３６７
中間部Ｍ２３－０.１０.４１.３黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ７－ｊ７－Ｄ１８５.８７０１６.９８６３０.８３５２１９３８３６８
頭部Ｍ２３－０.１５０.６７０.９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ｂ７－Ｃ１８６.０００１５.５３３２８.７０８２２５２３３６９
中間部Ｍ２３－０.０９０.４８０.８８黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ａ７－Ｃ１８５.９５０１５.９５７２９.３８０２２５７９３７０
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⑭Ｎユニット（第６１図３７１～３８０，表１７）

　２７，３４ブロックで構成される。両ブロックは分布の中心は若干異なるものの，ほぼ重なる。重複

部分について垂直分布（第３０図－１）をみてみると，明確な上下関係がみられないため，Ｎユニッ

トとして取り扱う。

　総数３６４点のユニットである。細石刃核４点，石鏃２点，使用痕剥片１点，細石刃４点の全てを

図化した。

　細石刃核はⅠ類（３７１），Ⅱ類（３７２，３７７）がみられるが，技術的なまとまりに欠ける感があり，

特徴を抽出できない。石鏃は凹基のもの（３７４）と平基のもの（３７５）とがある。

　３７２，３７３は作業面を両端に有する。ともに両端に打面調整がみられる。

��������	
��
�

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－Ｎ２７４.３８２.４５１.４１.５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶｂ８－ａ７－Ｂ１８６.０９０１７.３６４１９.９２５２２８１６３７１

�����Ｎ２７４.１７２１.７１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ９－ｂ７－Ｂ１８５.９６０１８.４２４１８.７１０２２１８６３７２
－Ｎ２７１.８７１.１１.４１.２黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ７－ａ７－Ｂ１８６.０２０１６.９１６１９.３８２２２２１３３７３
－Ｎ３４２.０１２.１５０.８５１.８黒曜石Ｃ使用痕剥片Ⅶａ５－ｄ７－Ｂ１８５.４９５１４.２６６１６.４０７２２８３６３７４
－Ｎ３４０.８１.１５０.４５１.８５黒色安山岩石鏃Ⅶａ７－ａ７－Ｂ１８５.９３５１６.８０３１９.０４０２２２２２３７５
－Ｎ３４０.６１.２５０.４１.６黒色安山岩石鏃Ⅶａ７－ａ７－Ｂ１８６.０２０１６.５１１１９.３７３２２２３２３７６
－Ｎ３４３.２７２.２１２.２黒色安山岩細石刃核Ⅶａ５－ｂ７－Ｂ１８５.７７５１４.８６３１８.６２４２２８３９３７７
中間部Ｎ２７－０.１０.３９０.８１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ｄ７－Ｂ１８５.６４０１４.５８８１６.４１７２２３８５３７８
中尾部Ｎ２７－０.０９０.４８１.２１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｂ７－Ｂ１８５.７７０１３.７４３１８.５７７２２３９０３７９
中間部Ｎ２７－０.０８０.４５０.９５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ａ７－Ｂ１８６.０２０１４.８２９１９.８４５２２８６０３８０
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⑮Ｏユニット（第６２図３８１～３８７，表１８）

　総数１１８点の２８ブロック単体で構成されるユニットである。細石刃核５点，ブランク１点，土器

１点の全てを図化した。

　細石刃核はⅠ類（３８１～３８３，３８５，３８６）がみられる。Ⅰ類はいずれも打面が側方からの連続する

剥離により形成されるⅠ－ａ類である。３８６は作業面を２面有する。最初の作業面を打面転移によ

り側面に利用し，最初の作業面を切る形で剥離を進行させている。３８７は土器の底部と考えられる。

やや丸みを帯びた平底になると思われる。表面は風化が著しい。Ⅰ類単純で構成されるのが当ユ

ニットの特徴である。

⑯その他のブロック（第６３図３８８～３９６）

�　３１ブロック（第６３図３８８～３９２，表１９）

　総数２９点のブロックである。細石刃核２点，ブランク１点全てを図化し，細石刃は５点中２点を

図化した。

　細石刃核はⅠ類（３８９），Ⅱ類（３９０）がみられる。３８９は作業面が２面存在し，最初に打面を連続

横打調整により形成し，細石刃剥離を行っていた。その後，背面の平坦面に打面転移し，従前の作

業面を切るような形で細石刃剥離を行っているものである。

�　４０ブロック（第６３図３９３，３９４，表１９）

　総数１３点のブロックである。ブランク２点全てを図化した。

　ブランクはⅡ類（３９３），Ⅲ類（３９４）に分類されると思われる。

�　４２ブロック（第６３図３９５，３９６，表１９）

　総数８点のブロックである。細石刃核１点，石鏃１点の全てを図化した。

　３９５の石鏃は抉りが深く，当遺跡で主体的にみられるものとは異なる。３９６の細石刃核は作業面を

両面にもち，技術的に畦原型，加治屋園型に類似する。

⑰ブロック外出土遺物（第６４～６８図３９７～４５４，表２０）

　細石刃核１２点，ブランク１１点，スクレイパー４点，石鏃８点，石核３点，打面再生剥片１点，土

器１点全てを図化した。細石刃は８８点中１４点を図化した。

　細石刃核はⅠ類（３９８，４００，４０２，４０５，４２２），Ⅱ類（４０６，４１６），Ⅲ類（３９７，４０９，４１３，），Ⅳ類

（４０４），Ⅴ類（４１４）等がみられる。

　４０２は両端に作業面を有する。両端ともに打面調整がみられる。４１４の細石刃核の背面は自然面で

ある。作業面を両端に有する。打面調整はみられない。４３２～４３５はスクレイパーである。いずれも

剥片の端部に二次加工を施して刃部を形成したものである。４５３は凝灰岩質頁岩製の打面再生剥片

である。作業面の横側から長軸方向に向けて剥離を行っている。４５４は土器片である。表面は風化

が著しく，調整等の観察はできない。

備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－Ｏ２８５.３９２１.１２.６５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｃ７－Ｂ１８５.９９０１９.１８０１７.３８７２２１７９３８１

－Ｏ２８３.７１１.９５１.３１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１－ｅ６－Ｂ１８５.９９５２０.７５６１５.２６３２２１３６３８２

－Ｏ２８５.４４２.３１.８１.７黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｃ７－Ｂ１８６.０２０１９.４４６１７.０４５２２１５６３８３

－Ｏ２８６.４２１.９１.５２.１黒曜石ＣブランクⅦｂ１－ｃ６－Ｂ１８６.０８０２０.０１８１７.２４１２２８００３８４

－Ｏ２８１.９２１.５１.４１.３黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶｂ－－－－－－１８５.８８００.００００.０００２２５００３８５

－Ｏ２８２.２４１.４５１.３１.１黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ１０－ｄ７－Ｂ１８６.０４０１９.５９１１６.６１７２２１６２３８６

－Ｏ－－－－－－土器Ⅶａ１０－ｆ７－Ｂ１８５.８８０１９.３７９１４.８７２２３３００３８７
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号

－その他３１１４.９３.８１.１３.９６黒曜石ＤブランクⅦｂ４－ｃ２－Ｂ１８６.０２５６３.９１１１７.６３４７０５８３８８

－その他３１６.１５１.６１.７５１.９黒曜石Ｄ細石刃核Ⅶａ７－ｊ２－Ｃ１８５.８７５６６.１９０２０.０７１１３７４８３８９

－その他３１２.２１.９２１.１１.７９黒曜石Ｄ細石刃核Ⅶａ７－ｃ２－Ｂ１８６.０００６６.９５８１７.７００２４３０３９０

中間部その他３１－２.１０.７１.４２黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ４－ｉ２－Ｃ１８６.０５５６３.６１４２１.２６３３５０１３９１

中間部その他３１－０.１８０.５１０.８６黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ９－ｉ２－Ｂ１８６.１５５６８.９９１１１.０６９３７５７３９２

－その他４０６.９７２.２１.７２.３５黒曜石ＥブランクⅦａ６－ｆ２－Ｂ１８６.０６５６５.６７７１４.４６５５９５０３９３

－その他４０１３.５１３.８５２.３１.８黒曜石ＥブランクⅦａ７－ｅ２－Ｂ１８６.１１０６６.６４４１５.００３１９９０３９４

－その他４１１.１５１.９０.４１.６８鉄石英石鏃Ⅶａ４－ｈ２－Ｃ１８５.９５５６３.４２２２２.５２０８９０９３９５

－その他４２１６.６８２.９５１.９３石英質岩細石刃核Ⅶａ１０－ｅ７－Ｃ１８６.０４０１９.４９４２５.２７６２１４２５３９６
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備考ユニットブロック重量（ｇ）厚幅長石材Ｌ１分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
－外外１０.４１３.２２.２１.４５黒曜石Ｂ細石刃核Ⅶａ１－ｃ１－Ｂ１８６.０９０７０.３２３１７.１３７１２１４３９７
－外外６.８９２１.３２.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１－ｂ２－Ｂ１８６.２２０６０.５４５１８.６６４２０２９３９８
－外外８.４７２.６２１.４黒曜石ＡブランクⅦａ４－ｉ１－Ｂ１８６.３００７３.６２０１１.８９９１１８１７３９９
－外外５.４６２１２.５３黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ６－ａ２－Ｂ１８５.９６５６５.１５２１９.１０６１６６２４００
－外外５.７９２.６５１.８１.８５黒曜石ＣブランクⅦａ８－ｃ２－Ｂ１８５.９８５６７.２１０１７.６８５２４２８４０１

�����外外４.９８２.０５１.３１.８黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ８－ｄ２－Ｂ１８５.９４０６７.２４８１６.４８５７１５０４０２
－外外２.８４１.４１.７１.４黒曜石ＢブランクⅦａ１－ｅ１－Ｂ１８６.１１０７０.６７２１５.８８８１１８５４０３
－外外３.３３１.５５１.６４１.６黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ８－ｂ２－Ｂ１８６.０００６７.２６１１８.２４５２４２１４０４
－外外３.０５１.５１.９５１.９黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ７－ｂ２－Ｂ１８５.９４０６６.５８７１８.５８０３１８８４０５
－外外２.４４１１.３５１.７黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ５－ｂ２－Ｂ１８６.０１０６４.８１８１８.６５２３０２９４０６
－外外１.６５１.４０.８１.３黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ１０－ｉ２－Ｃ１８５.９３０６９.０５１２１.０１０２６９７４０７
－外外４.０２２.１１.２５１.８黒曜石ＣブランクⅦａ８－ｃ２－Ｂ１８５.９８０６７.０１８１７.８３４２４２９４０８
－外外１１.１６２.５５２.２２.０１黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ９－ｉ２－Ｃ１８５.９３０６８.０６５２１.７８６３６９４４０９
－外外７.９８２.７１.６３２.３黒曜石ＢブランクⅦａ９－ｊ２－Ｃ１８５.９０５６８.７６２２０.８９６２６９９４１０
－外外２８.１１４.６２.３８２.６黒曜石日東ブランクⅦａ４－ｇ３－Ｃ１８５.７７５５３.５２６２３.９１７９１２２４１１
－外外７.０５２.４１１.８２.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｈ２－Ｃ１８５.９１０６７.３９２２２.０７２３６８８４１２
－外外４.５３２.２５１.５５１.４５黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶａ６－ｉ２－Ｄ１８５.５３５６５.５２６３１.０６８３８１３４１３
－外－－１.２５１.７２.４黒曜石Ｃ細石刃核Ⅶｂ－－－１－Ｄ－－－一括４１４
－外外３.０３１.６５１.２１.７黒曜石Ａ細石刃核Ⅶｂ－－－－－－１８５.９５５０.００００.０００６８１９４１５
－外－－２０.９５２黒曜石Ｄ細石刃核Ⅶｂ－－－２－Ｃ－－－一括４１６
－外外１３.９８２.７２.０５３.２黒曜石ＤブランクⅦａ１０－ｄ７－Ｅ１８６.０７０１９.０７０４６.７５４２０１３１４１７
－外外６.０３２.６５１.７１.７黒曜石ＢブランクⅦａ８－ｇ７－Ｄ１８５.８４０１７.７１１３３.３３５２０２３９４１８
－外外３.９４１.４１.３２.２５黒曜石ＢブランクⅦａ２－ｆ７－Ｂ１８５.３６５１１.５２８１４.７０１２３３２３４１９
－外外２.９１１.９１２.１黒曜石ＣブランクⅦａ６－ｇ７－Ｂ１８５.５２０１５.３２６１３.３５１２３３１１４２０

外外２.８４１.４１.５５１.４黒曜石ＢブランクⅦａ１－ｅ１－Ｂ１８６.１１０７０.６７２１５.８８８１１８５４２１
－外外３.５８１.９１.４１.６５黒曜石Ａ細石刃核Ⅶａ８－ｂ７－Ｃ１８５.９４０１７.５５２２８.９３３２２６２０４２２
－外外６.１１.９１.９１.９黒曜石ＢブランクⅦａ８－ｂ７－Ｃ１８５.９１０１７.８３９２８.９０３２００４１４２３
－外外０.３２０.９０.３１.１５黒色安山岩石鏃Ⅶａ１－ｆ６－Ｃ１８６.１００２０.１５３２４.５６９２１４２２４２４
－外外２.５８１.９０.８２.５５黒曜石Ａ石鏃Ⅶａ６－ｂ７－Ｂ１８５.８８０１５.１１６１８.９５８２２３２７４２５
－外外１.８７１.８０.５２.５硬砂岩石鏃Ⅶａ８－ｉ７－Ｄ１８５.８４０１７.７５５３１.７９９２０１３２４２６
－外外０.５１.７０.３５１.５２硬質頁岩石鏃Ⅶａ５－ｂ５－Ｃ１８５.７７０３４.４３３２８.５３０２１３９４４２７
－外外０.４１.１０.３１.２玉随石鏃Ⅶａ９－ｃ７－Ｃ１８６.１１０１８.２７６２７.２９０２１４５８４２８
－外外０.５４１.３０.４１.９黒曜石Ｂ石鏃Ⅶａ２－ｊ１－Ｂ１８６.２９０７１.２４５１０.４６４１１８２７４２９
－外外０.３６１.０９０.３１.５１黒曜石Ａ石鏃Ⅶａ５－ｅ３－Ｃ１８５.７８０５４.４０４２５.０５８８０１１４３０
－外外２.３８１.８０.９２.４チャート石鏃Ⅶａ３－ｃ１－Ｂ１８６.１０５７２.７２３１７.２０８１１７７９４３１
－外外２５.９８１.９２.９４.２黒色安山岩スクレイパーⅦａ５－ｊ１－Ｂ１８６.２２０７４.１１２１０.３３９１１８２９４３２
－外外２.６１０.７１.５２.５黒曜石ＢスクレイパーⅦｂ７－ａ７－Ｂ１８５.８４０１６.３２６１９.０２３２３２８６４３３
－外外－０.９５２.８２.５５黒曜石ＡスクレイパーⅦａ２－ｂ２－Ｂ１８６.１００６１.９０１１８.９５５２１１５４３４
－外外９.３１１.０５３.７２.８黒色安山岩スクレイパーⅦａ４－ｃ２－Ｂ１８６.０７５６３.３８９１７.３３４２１９１４３５
頭中部外外－０.１２０.４９１.５黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ２－ｄ７－Ｂ１８５.６８０１１.６１８１６.７６６２２４０４４３６
頭中部外外－０.０９０.３８１.４黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ１－ｊ１－Ｃ１８５.９６５７０.５２７２０.７０８１２１９９４３７
頭中部外外－０.２３０.６５１.７黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ａ１－Ｂ１８５.９８０７０.２５９１９.５０９２３２７４３８
中間部外外－０.１５０.４７１.１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ４－ｈ２－Ｃ１８５.９５５６３.５１９２２.２９１５６６０４３９
－外外－０.２２０.７１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ｂ１－Ｂ１８５.９７５７０.１８２１８.９１２３４０８４４０
中間部外外－０.１６０.７１.１黒曜石Ａ細石刃Ⅶａ１－ａ１－Ｂ１８５.９７０７０.２７１１９.１０６２３２５４４１
頭中部外外－０.２０.６２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｉ２－Ｂ１８６.１４７６８.１８０１１.７６７４７１４４２
－外外－０.１８０.６１.３５チャート細石刃Ⅶａ１０－ｉ２－Ｄ１８５.６４０６９.３３１３１.０３３９５５５４４３
頭中部外外－０.１０.５１１.６２黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ６－ｂ２－Ｂ１８５.９８０６５.６１０１８.８９０２５７５４４４
完形外外－０.１９０.５２１.４９黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ａ２－Ｂ１８５.９８５６４.７０９１９.１６０３００２４４５
頭中部外外－０.２０.７１.４黒曜石Ｄ細石刃Ⅶａ２－ｇ３－Ｃ１８６.０００５１.９６２２３.３５３８０１４４４６
中間部外外－０.１５０.６１１.２１黒曜石Ｂ細石刃Ⅶａ９－ｃ７－Ｄ１８６.０８０１８.４８８３７.９７２２０２６８４４７
頭中部外外－０.０８０.６１.３黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ５－ｂ２－Ｃ１８５.７１５６４.８９３２８.３１２２０３５４４４８
中間部外外－０.１４０.４９１.２１黒曜石Ｃ細石刃Ⅶａ９－ｃ７－Ｃ１８６.１１５１８.１３６２７.２７８２１４５９４４９
－外外３０.１８３.４５３.１２.５頁岩石核Ⅶａ６－ｆ６－Ｄ１８５.２１０２５.８２４３４.６４８２１１４７４５０
－外外３３.６６４.５３.６５３.２黒色安山岩石核Ⅶａ６－ａ５－Ｃ１８５.５７０３５.４６７２９.２０６２１３８０４５１
－外外３８.１９２.７５.４３.２鉄石英石核Ⅶａ３－ｂ６－Ｃ１８５.９５５２２.４７１２８.７６９２０６９６４５２
－外外－４.７３.３５１.４凝灰岩質頁岩打面再生剥片Ⅶａ９－ｃ３－Ｂ１８６.４２５５８.８２２１７.３２５４６８２４５３
－外外－０００－土器Ⅶａ４－ｄ４－Ｃ１８６.０３０４３.８３３２６.５２１２１４１３４５４
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石材分類
自然面作業面下縁調整打面主剥離面

ユニット器種図番号番号
無５４３２１２面１面無有打調無打調有横打形成不明その他側面打面

黒曜石ＡⅡ○○○○○

Ａ

細石刃核１１

黒曜石ＡⅤ○○○○○○細石刃核２２

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核３３

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核４４

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核５５

黒曜石ＡⅤ○○○○○細石刃核６６

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○

Ｂ

細石刃核１１７

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１２８

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１３９

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１４１０

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１５１１

黒曜石ＢⅡ○○○○○細石刃核１６１２

黒曜石ＣⅡ○○○○○細石刃核１７１３

黒曜石ＣⅡ○○○○○細石刃核１８１４

黒曜石Ｃその他○○○○○細石刃核１９１５

黒曜石ＢⅠ－ｂ○○○○○細石刃核２０１６

黒曜石ＣⅤ○○○○○

Ｃ

細石刃核３３１７

黒曜石ＣⅤ○○○○○細石刃核３４１８

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核３５１９

黒曜石ＣⅢ○○○不明○細石刃核３６２０

黒曜石ＣⅢ○○○○○細石刃核３７２１

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○

Ｄ

細石刃核４２２２

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核４３２３

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核４４２４

黒曜石ＡⅤ○○○○○細石刃核４５２５

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核４６２６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核４７２７

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核４８２８

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核４９２９

黒曜石ＡⅡ○○○○細石刃核５０３０

黒曜石Ａその他○○○不明○細石刃核５１３１

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核５２３２

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核５３３３

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核５４３４

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核５５３５

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核５６３６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核５７３７

黒曜石ＢⅠ－ｂ○○○○○細石刃核６６３８

黒曜石Ｂその他○○○○背面細石刃核６７３９

黒曜石ＢⅡ○○○○○細石刃核６８４０

黒曜石ＢⅡ○○○○○細石刃核６９４１

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核７０４２

黒曜石Ｃその他○○○不明○細石刃核７３４３

黒曜石Ｃその他○○○○○細石刃核７４４４

黒曜石ＢⅢ○○○○○

Ｅ

細石刃核８５４５

黒曜石ＢⅢ○○○不明○細石刃核８６４６

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核８７４７

黒曜石ＢⅡ○○○○○細石刃核８９４８

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核９０４９

黒曜石ＣⅡ○○○○○細石刃核９１５０

黒曜石ＣⅢ○○○○○細石刃核９３５１
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石材分類
自然面作業面下縁調整打面主剥離面

ユニット器種図番号番号
無５４３２１２面１面無有打調無打調有横打形成不明その他側面打面

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○

Ｆ

細石刃核１０３５２

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１０４５３

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１０５５４

黒曜石Ａその他○○○○細石刃核１０６５５

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１０７５６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１０８５７

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１０９５８

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１１０５９

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１１１６０

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１１２６１

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１１３６２

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１１４６３

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１１５６４

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１１６６５

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１１７６６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１１８６７

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１１９６８

黒曜石Ａその他○○○○細石刃核１２０６９

黒曜石ＢⅡ○○○○○細石刃核１２３７０

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１２４７１

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１２５７２

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１２６７３

黒曜石ＢⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１２８７４

黒曜石ＢⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１２９７５

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１３０７６

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３１７７

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３２７８

黒曜石Ｃその他○○○○○細石刃核１３３７９

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３４８０

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３５８１

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３６８２

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核１３７８３

黒曜石Ｃその他○○○○○細石刃核１３８８４

黒曜石ＡⅢ○○○○○

Ｇ

細石刃核１４９８５

黒曜石ＡⅤ○○○○○細石刃核１５０８６

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１５１８７

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１５２８８

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１５３８９

黒曜石Ａその他○○○○背面細石刃核１５４９０

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１５７９１

黒色安山岩Ⅱ○○○○○細石刃核１５８９２

黒曜石Ａその他○○○○○

Ｈ

細石刃核１６３９３

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１６４９４

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１６５９５

黒曜石ＡⅤ○○○○○細石刃核１６６９６

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○

Ｉ

細石刃核１７５９７

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１７６９８

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１７７９９

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○○細石刃核１７８１００

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１７９１０１

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１８０１０２

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１８１１０３



－９２－

石材分類
自然面作業面下縁調整打面主剥離面

ユニット器種図番号番号
無５４３２１２面１面無有打調無打調有横打形成不明その他側面打面

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○

Ｉ

細石刃核１８２１０４

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核１８３１０５

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１８４１０６

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核１８５１０７

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１８６１０８

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１８７１０９

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１８８１１０

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核１８９１１１

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○不明○細石刃核１９０１１２

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核１９１１１３

黒曜石ＡⅡ○○○○細石刃核１９２１１４

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１９３１１５

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１９５１１６

黒曜石ＡⅡ○○○○なし細石刃核１９６１１７

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１９７１１８

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核１９８１１９

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核１９９１２０

黒曜石ＡⅣ○○○○なし細石刃核２００１２１

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２０１１２２

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２０２１２３

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２０４１２４

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○細石刃核２０６１２５

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２０７１２６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２０９１２７

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２１０１２８

黒曜石ＢⅠ－ａ○○○○○○細石刃核２１４１２９

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核２１５１３０

黒曜石ＢⅢ○○○○○

Ｊ

細石刃核２２２１３１

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核２２３１３２

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核２２４１３３

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核２２５１３４

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核２２６１３５

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核２２７１３６

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核２２８１３７

黒曜石Ｂその他○○○○○細石刃核２３０１３８

黒曜石ＡⅡ○○○○○

Ｋ

細石刃核２４０１３９

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２４１１４０

黒曜石Ａその他○○○○○○細石刃核２４２１４１

黒曜石ＡⅡ○○○○細石刃核２４３１４２

黒曜石ＡⅣ○○○○なし細石刃核２４４１４３

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２４５１４４

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２４６１４５

黒曜石Ａその他○○○○背細石刃核２４７１４６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２４８１４７

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核２４９１４８

黒曜石ＡⅡ○○○○○細石刃核２５０１４９

黒曜石ＡⅠ－ａ○○○○○○細石刃核２５５１５０

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２５６１５１

黒曜石ＡⅤ○○○○○細石刃核２５７１５２

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２５８１５３

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２５９１５４

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２６０１５５



－９３－

石材分類
自然面作業面下縁調整打面主剥離面

ユニット器種図番号番号
無５４３２１２面１面無有打調無打調有横打形成不明その他側面打面

黒曜石ＡⅡ○○○○○

Ｋ

細石刃核２６１１５６

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２６４１５７

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核２６５１５８

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核２６７１５９

黒色安山岩Ⅱ○○○○○細石刃核２６９１６０

黒色安山岩Ⅰ－ｂ○○○○○細石刃核２７０１６１

黒曜石ＡⅣ○○○○○細石刃核２７１１６２

黒曜石ＢⅢ○○○○○
Ｌ

細石刃核２８０１６３

黒曜石ＢⅢ○○○○○細石刃核２８３１６４

黒曜石ＣⅡ○○○○○

Ｍ

細石刃核２８８１６５

黒曜石ＣⅡ○○○○○細石刃核２８９１６６

黒曜石ＣⅠ－ｂ○○○○○細石刃核２９０１６７

黒曜石ＣⅤ○○○○○細石刃核２９１１６８

黒曜石ＣⅠ－ｂ○○○○○細石刃核２９２１６９

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核２９３１７０

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核２９４１７１

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○細石刃核２９５１７２

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核２９６１７３

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核２９７１７４

黒曜石ＤⅠ－ｂ○○○○○細石刃核２９９１７５

黒色安山岩その他○○○○○細石刃核３０３１７６

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○

Ｎ

細石刃核３７１１７７

黒曜石ＣⅡ○○○○○○○細石刃核３７２１７８

黒曜石Ｃその他○○○○○細石刃核３７３１７９

黒色安山岩Ⅱ○○○○○細石刃核３７７１８０

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○

Ｏ

細石刃核３８１１８１

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核３８２１８２

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核３８３１８３

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核３８５１８４

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核３８６１８５

黒曜石ＤⅠ－ａ○○○○○○

その他

細石刃核３８９１８６

黒曜石ＤⅡ○○○○○細石刃核３９０１８７

石英質岩Ⅰ－ａ○○○○○細石刃核３９６１８８

黒曜石ＢⅢ○○○○○

外

細石刃核３９７１８９

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核３９８１９０

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核４００１９１

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○○細石刃核４０２１９２

黒曜石ＣⅣ○○○○なし細石刃核４０４１９３

黒曜石ＣⅠ－ａ○○○○○○細石刃核４０５１９４

黒曜石ＣⅡ○○○○○細石刃核４０６１９５

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核４０７１９６

黒曜石ＡⅢ○○○○○細石刃核４０９１９７

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核４１２１９８

黒曜石ＣⅢ○○○○○細石刃核４１３１９９

黒曜石ＣⅤ○○○○○細石刃核４１４２００

黒曜石Ａその他○○○○○細石刃核４１５２０１

黒曜石ＤⅡ○○○○○細石刃核４１６２０２

黒曜石ＡⅠ－ｂ○○○○細石刃核４２２２０３
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備考砥石石斧叩石土器石核削器石鏃作再打再細石刃ブランク細石刃核剥片等総数
規模
（ｍ）

位　置
石材ブロックユニット

場所区

００００
０００００４０６２４２２５２８×４中央Ｄ－２黒曜石Ａ１

Ａ
００００００００１４２１４２９×５中央Ｄ－２黒曜石Ｂ１１

０００１１

０００００１０１４２６９２８４５×３北Ｄ－１黒曜石Ａ２

Ｂ ０００００１０２２４６２４９６×３北Ｄ－１黒曜石Ｂ１２

０００１０１０３１９２４８×５北Ｄ－１黒曜石Ｃ４５

００００００００１８０６１５３０４×３Ｄ－１，２黒曜石Ｃ４４－１
Ｃ

００１０１０００００００３６３７４×３Ｃ～Ｄ－１～２黒色安山岩３５

１０００

０００１１４０４１８１０５９１１２３７×６東Ｃ－１～２黒曜石Ａ３

Ｄ ００００００２４３６８３７４４×４南東Ｃ－２黒曜石Ｂ１３

０００００１８０２１８３８４×３Ｃ－１～２黒曜石Ｃ４４－２

０００００１０００３０５１１６８１１７７７×３北Ｂ～Ｃ－１黒曜石Ｂ１６
Ｅ

００００１４０１２１７６０７×４Ｂ，Ｃ－１黒曜石Ｃ４４－３

００１０

０００１０３１１８５９４６１７５×５東Ｃ－２～３黒曜石Ａ４

Ｆ
０００００２１５４１７４２５２×２北Ｃ－２黒曜石Ｂ１４

０００００８０２２４７２５７２×２Ｃ－２～３黒曜石Ｂ１５

０００１０４１１７２２７２５×５Ｃ－２～３黒曜石Ｃ４３

００００

０１０００６０６２３８２５１３×３北西Ｃ－２黒曜石Ａ５

Ｇ ０００００１０１２３０２３２５×４北Ｂ～Ｃ－２黒曜石Ｂ１８

０００００００１６９７０４×４北西Ｃ－２黒色安山岩３６

００００
０００１０６０４４６９４８０４×４西Ｃ－２黒曜石Ａ６

Ｈ
０００００１００１６７１６８４×２西Ｃ－２黒曜石Ｂ１７

�������
００００

０００００３４７３２３２９０３３６３５×５Ｂ～Ｃ－２黒曜石Ａ７
Ｉ

０００００１０２４６５４６８３×３東Ｂ－２黒曜石Ｂ１９

００００２２０００４２８１０５５１０７３５×４南Ｂ－２黒曜石Ｂ２１Ｊ

００００

０１０００８２１２６１１６３４４×２南西Ｂ－２黒曜石Ａ８

Ｋ

０００００１７３９６５０６７９３×２南西Ｂ－２黒曜石Ａ９

０００００６１２１５７１６６２×２南Ａ～Ｂ－２黒曜石Ａ１０

００００００００２１８２１８２×２南西Ｂ－２黒曜石Ｂ２２

００１００１０２８３８７４×４南西Ｂ－２黒色安山岩３８

０００００１０００１４２１１９１２７３×３東Ｂ－１～２黒曜石Ｂ２０Ｌ

０１１２

０００００２６００１５１１７７５×３Ｃ～Ｄ－７黒曜石Ｃ２３

Ｍ

０００００２０１０１３６１５７３×３南西Ｄ－７黒曜石Ｃ２４

０００００２３０５１７９２０７５×３Ｃ～Ｄ－６～７黒曜石Ｃ２５

０００００１６０５６８８９５×４東Ｃ－６黒曜石Ｃ２６

０００００１９０１１７１１９１５×４Ｃ～Ｄ－７黒曜石Ｄ２９

０１００１７１０３２４２５×４北Ｃ～Ｄ－６黒曜石Ｄ３０

楔形石器１１０８００２０１７０４７１６６×４南Ｃ～Ｄ－７黒色安山岩３２

１０１００００００４６０４７１５×４北Ｃ～Ｄ－６黒色安山岩３３

００００
０００００４０３８３９０５×４Ｂ～Ｃ－７黒曜石Ｃ２７

Ｎ
��������００２００００１２７１２７４３×３Ｂ～Ｃ－７黒色安山岩３４

０００１００００００１４１１１１１６５×４Ｂ－６～７黒曜石Ｃ２８Ｏ

００００００００００００１３２１３２４×４東Ｂ－２黒色安山岩３７

その
他

０００００００００５１２２１２９２０×１５Ｂ～Ｃ－２～３黒曜石Ｄ３１

００００００００００００１７１７６×２Ｂ－２砂岩３９

００００００００００２０１１１３１０×５南Ｂ－２黒曜石Ｅ４０

００００００１０００００９１０１５×１０Ｂ～Ｃ－１～２鉄石英４１

０００００００００００１７８３×２南Ｃ－７石英質岩４２
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　表土剥ぎ後に，東側の谷部に傾斜するＣ，Ｄ区に層の残存がみられた。Ｄ区は古代の包含層も残

存しており，古代の調査後に縄文早期の調査を行った。遺物はⅢ層～Ⅳ層にかけて出土した。

第２節　調査の内容

���������	

　Ｄ－１～３区にかけて，薩摩火山灰層上面で遺構検出を行ったところ，南北方向に黒いⅤ層が筋

状に検出された。Ⅴ層のみを掘り下げた結果，Ⅶａ層を床面とする筋状の遺構であることが判明し

た。鹿児島市加栗山遺跡，松元町前原遺跡，国分市上野原遺跡，伊集院町永迫平遺跡，伊集院町上

山路山遺跡と検出状況が類似しており，自然の地形を利用した道跡と判断した。検出した遺構の長

さは約２０ｍで，下場は谷に向かって狭くなっている。遺構の時期については土器が前平式土器，押

型文土器，塞ノ神式土器等が出土しているため，縄文時代早期であることは確実であるが，早期の

どの時期であるかについては確定できない。
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　Ⅲ，Ⅳ層の遺物は１７９点出土し，うち２５点を図化した。

　１～５，７は前平式土器の角筒土器である。貝殻条痕文の上に流水状，直線状の貝殻条痕文が重

ねられている。また，貝殻刺突文が連点状に施されているものもみられる。２は波状の口縁部であ

る。口唇部に刻みはみられない。７は底部である。底部外面に刻みが施されている。６は円筒形土

器の胴部である。貝殻条痕文の上に縦位の貝殻刺突文が重ねられている。加栗山式土器と考えられ

る。８は加栗山式土器の底部である。貝殻条痕文の上に獣医の貝殻刺突文が重ねられ，底部外面に

は縦位の刻みが施されている。６と同一個体の可能性が高い。９は円筒形土器の底部である。外面

に横方向への調整痕がわずかに観察されるが，風化により明らかでない。厚手である。１０，１１は楕

円押型文土器の胴部である。１０の土器の内面には一部山形押型文が施されている。１２は平栫式土器

の口縁部である。口唇部外面に刻みが，その下には条痕が施されている。１４は苦浜式土器に類似す

る。１５，１６は安山岩製の石鏃である。基部の抉りが大きい。なお，１６は表土出土資料である。１７は

チャート製の五角形鏃である。１８はチャート製の長三角形鏃である。剥離が細かく，作りが非常に

丁寧である。１９はタンパク石製の石器である。やや厚みがあり，楔形石器の一部か，石鏃の未製品

である。２０はタンパク石製の石鏃の一部である。２１は黒曜石Ｃ製の石鏃である。先端は欠損ではな

く細かい調整がみられる。２２はタンパク石製の石鏃の未製品である。表裏両面に大剥離面を残す。

２３は頁岩製の楔形石器である。やや厚手で，表裏両面に上下からの剥離痕がみられる。２４は安山岩

製の叩石である。長軸の一端に打痕が観察されるが，使用頻度は高くない。２５は手向山式土器で，

全体形が復元できる資料である。屈曲部から下の部分を粘土紐を積み上げて作成し，縦に山型押型

文を施文している。その後屈曲部から上の部分を積み上げにより作成し，先に作った下半部に内外

面をかぶせる形で接合し，外面に丁寧な横方向への指ナデを施した後に沈線文を施している。口縁

部内面にも丁寧な横方向への指ナデの後，横方向へ山型押型文を施文している。
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その他部位器種層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番
角筒胴部前平式土器Ⅳｆ－１Ｃ－１１８６.３８０７０.３４５２４.５７１１３１３３１
角筒口縁部前平式土器Ⅳｈ－５Ｄ－２１８６.２００６４.７９５３２.９７８１８０２
角筒胴部前平式土器Ⅳｈ－１Ｄ－２１８６.１１６６０.０３３３２.６１８１２９３
角筒胴部前平式土器Ⅳｉ－１Ｄ－２１８６.０９６６０.１９６３１.８０８１４２３
角筒胴部前平式土器Ⅳｄ－１Ｃ－２１８６.４６２６０.４２４２６.５１３２０３４
角筒胴部前平式土器Ⅳｉ－３Ｄ－２１８６.３３０６２.１７６３１.００５１５８５
円筒胴部前平式土器Ⅳ－－－－－一括６
角筒底部早期土器Ⅳｈ－２Ｄ－２１８６.０７７６１.９０１３２.４２８１５１７
角筒底部前平式土器Ⅳｈ－６Ｄ－２１８６.３７９６５.５８８３２.６６３１７８７
円筒底部前平式土器Ⅳｉ－１０Ｄ－３１８５.９６９５９.２４６３１.６９４１３１８
円筒底部前平式土器Ⅳｈ－１０Ｄ－３１８５.６３０５９.２５４３２.３３７２１０３８
円筒底部前平式土器Ⅲｂ－７Ｃ－５１８６.０９０３６.０１０２８.４６８２０５０１９
－胴部楕円押型文土器Ⅳｇ－６Ｄ－２１８６.２５０６５.９９９３３.０８８１７７１０
－胴部楕円押型文土器Ⅶａｈ－３Ｃ－２１８５.９１５６２.３２３２２.８１５８８５６１１
－口縁部塞ノ神式土器Ⅳｊ－９Ｄ－２１８６.３８９６８.７９１３０.９６０１６５１２
－胴部早期土器Ⅳｄ－１Ｃ－２１８６.５１９６０.９４３２６.１７１２０４１３
－口縁部早期土器Ⅳｊ－９Ｄ－３１８６.３７４５８.９７８３０.３８４１３９１４
安山岩－石鏃Ⅳｃ－１０Ｃ－－１８６.２４５６９.９４９２７.１４３１３１７８１５
安山岩－石鏃Ⅳ－－－－－－－－－一括１６
チャート－石鏃Ⅳｅ－４Ｄ－６１８４.９２０２３.７１０３５.７５７２１１３８１７
チャート－石鏃Ⅳｉ－６Ｄ－６１８５.９００２５.３０６３１.７２８２０４８６１８
タンパク石－石鏃Ⅴｉ－１Ｄ－２１８５.７１０６０.２２６３１.２６４２１０２１９
タンパク石－石鏃Ⅴｉ－３Ｄ－２１８５.８７０６２.５６６３１.０５８２１０１２０
黒曜石－石鏃Ⅲｇ－７Ｄ－６１８５.６５５２６.５９１３３.１７８２０４９５２１
タンパク石－石鏃Ⅳｉ－７Ｄ－３１８６.００９５６.３７１３１.０３２１１４２２
頁岩－楔形石器Ⅳ－－－－－－－－－一括２３
安山岩－叩石Ⅳｉ－１Ｄ－１１８６.３８０７０.５６９３１.９２８１３１７０２４
－底部～口縁部手向山式土器Ⅳｅ－３Ｄ－３１８６.０３０５２.９０７３５.９２６２５２２５
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　表土剥ぎ後に，東側の谷部に傾斜するＤ区の一部に包含層の残存がみられたため，古代の調査を

行った。調査面積は約１５０�であり，遺物はⅡａ層～Ⅱｂ層にかけて出土した。
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　Ｄ－４区より，口縁部を合わせた状態で２個の土師器�が埋納された土坑が検出された。検出時

に平面からの掘り込みの確認を行ったが，明確な掘り込みラインが確認できなかったため，横方向

から断ち割って検出を行ったところ，�よりもやや大きめの掘り込みが確認された。土坑の大きさ

は直径約１５�の略円形であると推定され，検出面からの深さは最深部で約５�である。土師器には

上�，下�ともに内外面に赤色顔料が塗布されていた。上・下�ともに上から押しつぶされた形で

口縁部周縁が破損しており，おそらく後世の土圧によるもので，埋納当時は上・下�がきれいに重

なった状態であったと推測される。

　上�外面南側には正位で「肥道里」と読める墨書が確認され，見込み底面には刻書が確認された。

下�外面南側には正位で「子」，ほぼ対称となる位置の北側には正位で「�□（一文字不明）」の墨

書が確認された。上�と下�を併せた状態での墨書の位置関係については，上�「肥道里」の下に

下�の「子」の文字が縦に並ぶ状況である。

　上�を外して内�の中の土を慎重に調査したところ，埋土のみを除去した状態で中に環状に白っ

ぽい物質が確認された（第８２図，Ｐｌａｔｅ２－４）。

　なお，墨書，内容物等については７章，８章で詳細に報告したい。

����

　Ⅱ層では約１００点の遺物が出土し，そのうち比較的破片の大きい１０点を図化した。出土遺物は須

恵器甕，土師器�，坏，甕等がある。

　１は須恵器の甕の胴部である。赤焼きで，焼成が不良である。外面は平行タタキであり，内面の

当て具は同心円状のものである。内面に指頭痕を残す。２は土師器甕の口縁部である。口縁部は短

く，緩やかに曲折する。内外面ともに横方向のナデがみられる。３は土師器�の底部である。高台

は緩やかに外側に開き，端部は丸みをもつ。高台周縁部は丁寧にナデられている。４は土師器の充

実高台である。５は土師器の坏である。表面が風化している。底部はヘラ切りで，ナデ消している

が完全ではない。内外面ともに横方向のナデ調整が観察される。中央付近がくぼんでいる。６，７

は土師器の�である。６は内外面とも横方向の丁寧な調整が施され，内面の上半はナデられている。

器高は５．１�，口径は１３．４�，底径は７．９�である。底部の内面には一部線状のミガキが観察される。

内面には全面に赤色顔料が塗布されており，外面は上半に確認され，顔料の垂れがいくつかみられ

る。７は摩滅があり，観察が困難であるが，内外面に赤色顔料が施されているようである。８はは

土師器�の口縁部である。体部外面に倒位の「子」という墨書がみられる。９は合わせ口土師器�

の上�である。内面はミガキ，外面はナデ調整が施されている。器高は５．７�，口径は１４�，底径
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墨書分類Ｌ２分類Ｌ１層位Ｌ１－ｇ－区Ｚ座標Ｙ座標Ｘ座標取上Ｎｏ図番号
甕須恵器Ⅱｂｈ－４Ｄ－３１８６.２６１５３.０８８３２.００３５２１
甕土師器Ⅱｂｆ－７Ｄ－３１８６.４１０５６.６１８３４.７２１８６２
�土師器Ⅱｂｈ－５Ｄ－３１８６.２０５５４.０５３３２.７３２９０３
甕土師器Ⅱｂｉ－９Ｄ－３１８６.４７７５８.０１１３１.７８２１０１４
皿土師器Ⅱｂ－－－Ｄ－３－－－一括５
�土師器Ⅱｂｉ－４Ｄ－３１８６.２７１５３.７８８３１.９２６６７６
�土師器Ⅱｂｉ－２Ｄ－３１８６.２０５５１.６７６３１.６７３１３１８８７

「子」�土師器Ⅱｂｈ－４Ｄ－３１８６.２５８５３.９７２３２.７２６４３８
「肥道里」�赤色土師器Ⅱｂ－－－Ｄ－４－－－埋納土坑９
「子」「�□」�赤色土師器Ⅱｂ－－－Ｄ－４－－－埋納土坑１０
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は８．７�である。横から見た口縁部の水平ラインは曲線を呈し，上面からみた口縁部のラインもき

れいな円形を描かず，変形している。体部外面に「肥道里」の墨書が確認できる。里の文字の下部

は底部外面にまで及んでいる。外面の一部に塗料の垂れがみられる。赤色顔料は底部外面～体部外

面の屈曲部以外の部分全てに確認され，顔料につけ込んで色を付けていることが推測される。底部

内面に，焼成後に施された刻書が確認される。１０は合わせ口土師�の下�である。内面はミガキ，

外面はナデ調整が施されている。器高は５．２�，口径は１３．６�，底径は８�である。底部外面～体

部外面の屈曲部以外の部分全てに赤色顔料が確認され，上�同様顔料につけ込んで色を付けている

ことが推測される。外面に「子」「�□」の墨書がみられる。下位にある文字の下部は上�同様底

部外面にまで及んでいる。
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　本遺跡より出土した合わせ口土師器�内部の土壌に含まれた白色物質について実体顕微鏡，走査

型電子顕微鏡による形状観察とエネルギー分散型Ｘ線分析装置（ＥＤＳ）によるＸ線分析を行った。

分析は鹿児島県立埋蔵文化財センターの機器（ＳＥＭ：ＪＳＭ－５３００ＬＶ，ＥＤＳ：ＪＥＤ－２００１日本電

子製）を使用し，測定は永濱功治（鹿児島県立埋蔵文化財センター）が行った。

　分析資料は合わせ口土師器�（９世紀第三四半世紀）の下�の中（第８３図）にみられた白色物質

で，５�程度の粒が拡散していた。白色物質のみ抽出後，走査型電子顕微鏡で３０００倍まで拡大し，

形状観察を行ったが，特徴的な粒子の形状は確認できなかった。さらにエネルギー分散型Ｘ線分析

装置を用い，加速電圧１５．００ｋＶ，取り出し角度２９．０５°，作動距離２０．００�，有効時間１００秒の条件

で分析した。その結果，Ａｌ，Ｓｉ，Ｆｅのピークを得た（第８４図）。これらの元素は一般に土壌や岩石

の成分として検出される元素であり，土以外の物質の存在を特定することは難しい。分析の目的を

絞り，他の分析手法を併用しながら物質を特定する必要がある。

　なお，土師器の出土状況，墨書等から骨粉の可能性があるのではないかと想定をし，東市来町栫

城跡※の中世の墓から出土した人骨の分析データと比較を行った（第８５図）。中世の人骨はＰ，Ｃａ

のピークを得ており，本遺跡のデータと異なり，このデータを見る限り，現時点では当遺跡の土師

器の内容物が骨粉であるとは言えない状況である。

　※栫城跡は未報告である。比較資料として提示した。
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　当遺跡では縦長剥片の縁辺に二次加工を施す石器（石清水型削器）が特徴的に認められる。また，

同じ縦長剥片を素材とした石器として剥片尖頭器，ナイフ形石器等がみられる。そこで，本節では，

石清水型削器と剥片尖頭器，ナイフ形石器の素材の形状等に注目して，器種の選択が何に起因する

のかについて考察する。
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①　剥片尖頭器

　素材剥片の形状を大きく変えないため素材剥片の規格が推定しやすい。１は長・幅・厚が１０×

４．５×１．５�の剥片で先細りかどうかは推測できない。しかし，左側の側縁は石器の中心軸へ傾斜し

ている。長幅比は２．２である。２は８．５×３．５×１．７�の先細り剥片である。長幅比は２．４である。３

は７．５×２．６×１．１�の先細り剥片である。長幅比は２．９である。４は７．５×２．８×１�の剥片で，先細

りかどうかについては推測できない。長幅比は２．７である。６は欠損部が大きいため，分析の対象

外とする。いずれの剥片も反り，ねじれが少ない。強いていえば４に若干のねじれが観察される。

いずれの剥片も厚みにむらがない（背面に大きな凹凸がない）。

②　ナイフ形石器

　対象資料は１点のみであるが，参考までに観察する。素材は８×２．５×１．３�の先細り剥片である。

長幅比は３．２である。反り，ねじれがなく，厚みにむらもない。

③　石清水型削器

　９は１３．８×４．０×１．２�の剥片である。長幅比は３．５である。１０は１２．２×３．５×２．７�の剥片である。

長幅比は３．４である。１１は１１．０×３．０×１．８�の剥片である。長幅比は３．７である。１２は１２．８×２．９×

２．１�の剥片である。長幅比は４．４である。１３は９．４×３．４×１．５�の剥片である。長幅比は２．８である。

ねじれが大きい。１４は１０．５×５×２�の厚みのある剥片である。長幅比は２．０である。剥片の反り

が大きく，中央に付近が厚くなっている。１５は欠損部が大きいため，分析の対象外とする。１６は長

幅比１．８である。１７は７．１×５．５×１．４�の剥片である。長幅比は１．３である。

　１８は８．５×３．６×１．７�の剥片である。長幅比は２．４である。剥片の先端部にかけて厚くなっている。

１９は９．９×２．９×１．２�の剥片である。長幅比は３．４である。打面側が剥離時に半分に折れている。

④　縦長剥片

　２０は１１．５×４．５×１．３�の剥片である。長幅比は２．６である。右側縁が先端部で大きく傾斜してい

る。２３は４．７×２．９×０．９�の剥片である。長幅比は１．６である。２４は８．０×２．６×１．０�の先細り剥片

である。長幅比は３．１である。２５は９．０×２．９×１．０�の剥片である。長幅比は３．１である。打瘤を過

ぎてから剥片が急に細くなっている。
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　以上，各石器で素材剥片の特徴をみてきたが，以下の点が指摘できる。
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①剥片尖頭器の素材剥片の長幅比はおおむね２～３である。

②石清水型削器の素材剥片の長幅比は２以下か３以上のものが多く，２～３に収まるものについて

は長幅比以外に剥片の厚さ，形状等において剥片尖頭器の素材と成り得ない負の要素がみられる。

具体的には厚さが不均衡である，側縁のラインが波打っている，剥離時に剥片の一部が欠損してい

る，等である。

③縦長剥片については長幅比が２～３以外，長さが十分でない等の特徴がある。

　石清水型削器，縦長剥片のうち，強いて剥片尖頭器への加工が可能であったものをあげるとすれ

ば，２０，２４の石器くらいであるが，この２つについても最適であるとはいえない。
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　最後に，当遺跡において観察される剥片尖頭器に必要な素材の要素を整理すると下記のとおりで

ある。

①打面がしっかり残っている先細りの剥片（三角形）か，それに準ずる剥片である。（両側縁幅に

むらがない）

②一定程度の長さ（７�以上）が確保されて，長幅比は２～３である。

③剥片の厚さが均一である。（素材剥片の基部のみが厚かったり先端のみが厚かったりの不均一製

がない）

④反り，ねじれが少ない。

　以上の４つの条件を満たさない剥片が，石清水型削器の素材剥片となっていることが確認された。

また，日置郡松元町宮ヶ迫遺跡の考察でも触れたが，ナイフ形石器については剥片尖頭器に使用さ

れる素材よりも，細いものを素材としている可能性を本遺跡の１点も示している。具体的には上記

の①，③，④を満たし，長幅比がおおむね３より大きいものが縦長剥片を素材としたナイフ形石器

の素材となっているようである。
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　本遺跡では細石刃核をⅠ類からⅤ類に分類した。さらなる細分は可能であったが，細石刃核が多

量であることから分類を多く設けることにより本質がぼやけてしまう可能性があると考え，各類に

ある程度幅を持たせて，比較的大きく分類を行った。Ⅰ類は福井型細石刃核に比定されるものであ

る。打面の形成過程よりⅠ－ａ，Ⅰ－ｂ類に細分した。Ⅱ類の中には打面形成が素材獲得の後に行

われることが明確に観察できないものを含むため，技術的にはⅠ類に分類される可能性のあるのも

含まれる。報告者としてはⅡ類も福井型細石刃核と関連づけられると考えている。Ⅲ類は技術的に

は船野型細石刃核や野岳型細石刃核に近いものである。しかし，打面と作業面の角度，打面調整の

有無等から，両型式とは厳密には異なると考えられる。Ⅳ類はあまり石核整形を施さないものであ

るが，これは素材が小礫であることに起因する。詳細はこの後に述べたい。Ⅴ類は作業面と打面が

非常に急角度であるため見た目が扁平で，非常に特徴的な細石刃核である。近年福井型細石刃核に

伴って出土する事例がみられる（福岡県元岡遺跡，宮崎県阿蘇原上遺跡）。
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　当遺跡の細石刃核は，石材間で重量に差がみられたので，この点についてまとめる。まず各石材

ごとの重量を示すと，黒曜石Ａ製の細石刃核の平均重量は４．４�（対象１１７点），黒曜石Ｂ製は６．１�

（対象３３点），黒曜石Ｃ製は３．２�（対象４２点），黒曜石Ｄ製は５．５�（対象３点），黒色安山岩製は

５．３�（対象５点）であった。黒曜石Ｄ，黒色安山岩は分析個体数が少ないため参考程度の数値で

あるが，黒曜石Ｂ製が最大値を示し，黒曜石Ｃ製が最小値を示すという結果が得られた。

　ここで，細石刃核に残された自然面の面数（細石刃核を６面に換算した場合）を石材別に観察し

てみると，黒曜石Ａ製が０．７９面／１個体，黒曜石Ｂ製が０．４８面／１個体，黒曜石Ｃ製が２面／１個

体である。参考までに黒曜石Ｄ製は０．６７面，黒色安山岩は０．６面であった。

　なお，黒曜石Ａの産地と考えられる樋脇町上牛鼻と当遺跡の直線距離は約１４㎞，黒曜石Ｂの産地

と考えられる鹿児島市竜ヶ水と当遺跡の直線距離は約１３�とほぼ同じである。黒曜石Ｃは霧島系や

県外産の黒曜石が含まれると考えられ，比較的遠地のものである。

　これらのデータから，当遺跡においては細石刃核の素材選択にあたって黒曜石Ａは礫皮面がある

程度残されるような比較的小型の素材（たとえば拳大）を，黒曜石Ｂは比較的大型のものを，黒曜

石Ｃはあまり加工を必要としない小礫（たとえば指先大）を選択している状況が伺えるという事実

が確認される。黒曜石ＡとＢの原産地は当遺跡からの距離がほぼ同じであることから，原産地にお

ける所在形態の在り方を反映している可能性がある。また，黒曜石Ａについては大小様々な礫が原

産地で確認できることから，比較的小型な素材を選択している可能性が高い。
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　石材と素材との関係について述べたが，次に石材と製作技術との関係（≒素材の大きさと製作技

術との関係）が見いだせるかをみていく。

　各石材と分類の関係については表２５のとおりである。黒曜石ＡはⅠ類，Ⅱ類の割合が高く，Ⅲ類

も一定程度みられる。黒曜石ＢはⅠ類，Ⅱ類も確認されるものの，Ⅲ類の割合が高いことが特徴で

ある。黒曜石ＣはⅠ類と石核整形加工があまり施されないⅣ類が多い。黒曜石Ｄ，黒色安山岩は参
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合計その他ⅤⅣⅢⅡⅠ

１１５３３６３１８３０２５黒曜石Ａ

３３１２００１１５５黒曜石Ｂ

４４６４１２４７１１黒曜石Ｃ

４００００２２黒曜石Ｄ

６２０００３１黒色安山岩

２０２５３１０１５３３４７４４合計
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永　山　修　一　
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　鹿児島市横井竹ノ山遺跡から９世紀第３四半期のものとされる３点の墨書土器が出土している。

土師器８には「子」，土師器９には「肥道里」「八万」，土師器１０には「�□」「子」という文字が記

してある。本稿では，この３点の墨書土器について考察を加え，平安前期の南九州の状況について

も触れてみたい。
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����　包含層から出土した口縁部を含む土師器�の破片に，体部外面に倒位で「子」の字が墨

書されている。

����　高台付土師器の�の体部外面に正位で３字あるいは４文字墨書されている。上の２文字

は「肥道」と判読できる。残りの文字を１字と見るか２字と見るかが問題である。体部と高台にま

たがって墨書されており，それぞれを１字とする余地はある。１字と見れば「里」，２字と見れば

「田人」と釈読できる。「田人」とする可能性も完全に否定されるものではないが，文字の大きさ，

字配りから見れば「里」とするのが穏当であろう。以下「肥道里」として行論する。また，底部内

面には「八万」の文字が刻書されている。

�����　高台付土師器の�の体部外面に正位で「子」と墨書されている。また，その直径をはさ

む反対側の体部外面に正位で２文字が墨書されている。この２文字については肉眼ではほとんど判

読できない。ハンディ型の赤外線ビデオカメラや鹿児島県埋蔵文化財センターの赤外線ビデオカメ

ラを用い，また水に漬けた状態で，上の文字は，∧と

∠

を確認

することができる。＼は判読できないが，全体とすれば「�」

として良かろう。一般に五芒星は一筆書き状になるが，千葉県

柏市花前遺跡群の例（右写真）を見ると，稜の部分で線が交差

しているものもあり，土師器９の記号を五芒星と見ることが可

能である。その下の文字は判読できない。

　次に，墨書された文字の意味について見ていくことにする。

財団法人千葉県文化財センター提供
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�　「肥道里」について

　「肥道里」については，地名あるいは人名の可能性がある。横井竹ノ山遺跡は薩摩国麑島郡と日

置郡にまたがる位置にあるが１），麑島郡と日置郡には条里が全く確認されておらず，条里地名であ

る可能性は低い。また一般地名とした場合，現時点では全く知られていない。

　人名とした場合，肥君の一族とすることが可能である。肥君は，火国を代表する豪族であり，そ

の本拠地は後の肥後国八代郡肥伊郷とされている。火君は，筑紫国造磐井の配下にあったが，磐井
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の乱後も生き残り，筑紫火君としてむしろ朝廷の朝鮮半島経営に積極的に参加協力することで，勢

力を拡大していった。この後，筑紫火君は，肥前・筑前に進出し，８世紀代には「大宝二年筑前国

嶋郡川辺里戸籍」には嶋郡の大領をつとめる肥君猪手の一家１２４人が見える２）。

　さて，肥君の一族は，薩摩国内にもその足跡を残している。『天平八年薩麻国正税帳』には，出

水郡の大領肥君（名欠），薩摩郡主政の肥君廣龍が見える。

　まず，出水郡の肥君について。出水郡の郡司は，大領が外正六位下勲七等の肥君（名欠），少領

が外従八位下勲七等の五百木部（名欠），主政が外少初位上勲十等の大伴部足床，主帳が无位の大

伴部福足であり，全員が肥後に出自をもつ氏族で占められている。

　高城郡には肥後からの移民が郡を単位として計画的に行われたと考えられるが３），出水郡の郷名

に肥後国の郡名と一致するものを確認することはできないから，出水郡は７世紀代において肥後の

勢力下あり，大宝二年（７０２）の薩摩国の設置に際し，薩摩国に編入されたと考えられる。した

がって，出水郡の肥君は，７世紀以前にこの地域に勢力を持っていたと考えられる。

　次に，薩摩郡主政の外少初位上勲十二等の肥君廣龍について。これに関しては，同じく肥後に出

自をもつと考えられる阿多郡主帳の無位建部神嶋をあわせて考える必要がある。薩摩郡の主帳肥君

廣龍は勲十二等を帯びているが，これは神亀元（７２４）年二月の聖武天皇即位に伴う一斉叙勲に際

して，与えられたものであるから４），この直前には主帳ではあったが勲位を持っていなかったこと

になる。そして，その後の１０年余に及ぶ主帳としての勤務によって外少初位上に叙されていると考

えられる。高城郡への計画的移民が行われた時期を８世紀初頭ととすれば，それから２０年ほどの間

に，さらに「隼人郡」内に入り込んだ地域で，在地に相当な勢力を確立できたとは考えがたい。ま

た，もし相当な勢力を持っていたとすれば養老四年の「隼人の戦い」にもそれなりの形で関与し，

勲位を得ることができたと想像されるが，実際には勲位を得ていない。したがって，肥君廣龍が在

地で相当の勢力を持っていたとは考えられない。また，阿多郡主帳建部神嶋は，天平八年の段階で

勲位を持っていないから，神亀元年の時点では，主帳ではない。とすればこの両者は，ある一定の

意図のもとに郡司に任用されたものではないかと思われる。

　さて，養老職員令によれば大領の職掌は「撫養所部，検察郡事」で少領はこれに準じるのに対し，

主政は「糺判郡内，審署文案，勾稽失，察非違」ことを職掌とし，主帳は「受事上抄，勘署文案，

検出稽失，読申公文」を職掌とした。また，養老選叙令郡司条によれば，「性識清廉で，時務に

堪」えるものを大領・少領とし，「強幹聡敏で，書計に巧み」なものを主政・主帳とすることに

なっている。すなわち大領・少領が郡の行政全体に責任を負うのに対し，主政・主帳は行政のなか

の文書部門を中心に処理していくことになっていた。また，大領・少領が終身官であったのに対し

て，主政・主帳は終身官ではなかった。「正税帳」の国司巡行の所要日数などから，「隼人郡」の多

くで律令制の諸原則の適用が留保されていた状況をうかがうことができるが５），そのような地域も

律令的文書行政と無縁ではなかったことは，薩摩郡・阿多郡・河辺郡のいわゆる「隼人郡」に関す

る正税帳が存在することから明らかである。「昏荒」とされる隼人の中にあって文書行政に通じた

「公民」こそ必要とされたのであり，こうした任務を担ったのが，主帳の肥君廣龍や主帳建部神嶋

ではなかったかと考える。とすれば，文書行政に通じた「公民」は隼人郡の多くに必要とされたの

であり，土師器９に見える「肥道里」が，こうした麑島郡あるいは日置郡に置かれた「肥」一族の

末裔である可能性は充分に存する。
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　後述するように，土師器９と組み合わされる形で見つかった土師器１０には，「子」や五芒星が記

されていることから，「肥道里」は地名とするより，人名と理解する方が良いと思われる。ただし

人名としては，稀な例としなければならない６）。

�　「八万」について

　「八万」を墨書した土師器は，旧薩摩国内では鹿児島市武Ｅ遺跡から２点出土している。また旧

薩摩国内から，「万」（金峰町筆付遺跡・伊集院町下永迫Ａ遺跡・市来町市ノ原遺跡第１地点），

「日万」（金峰町筆付遺跡），「十万」（市来町ムシナ遺跡），「万万」（市来町市ノ原遺跡第１地点）

などの，「万」を記した土器が出土している。平川南氏によれば，古代東国の集落遺跡から出土す

る墨書土器の主流となる文字は，冨・吉・得・福・生・財・万・人・大・田・西・立・力・天・

来・集・合・足の１９種であり，それらは，生産・集積（生・冨・得・来・集・合・立・足），良好

な状態（吉・福・万・大・財・（力）），天・地・人（天・田・人）を意味する語として分類できる

とする７）。「八万」は，良好な状態を意味する語として，全国的に用いられたものとすることがで

きる。

　ただし，土師器９の底部内面に刻書されている「八万」は，本来の「八万」の字形を理解してい

た者が書いたとするには躊躇を覚えるほど稚拙なものであり，「肥道里」の筆者と同一人物が書い

たとすることは難しいと考える。

�　「子」について

　「子」は，土師器８には体部外面に倒位で，土師器１０には体部外面に正位で墨書されている。一

般に同一遺跡からは同一の文字が多く出土する傾向があり，その点からすると，横井竹ノ山遺跡で

は墨書土器３点中２点に「子」が記されていることは，注目できる。「子」については，十二支の

ひとつと考えるのが妥当であろうが，年を意味するものかあるいは方位（北）を意味するものか判

然としない。土師器１０は，五芒星も記されているので，「子」に何らかの祭祀的意味を見ることが

可能であろう。また，土師器８も，「子」が倒位で墨書されていることから８），あるいは祭祀的意

味をもった使用に供された可能性を考えることができる。年を意味するものであれば生年を，方位

であれば方忌みに関わるとも考えられる。

�　「�」について

　「�」は五芒星とよばれ，呪符に用いられる符号である。陰陽道や修験道では「五行」とされ，

「陰陽五行説」の「木・火・土・金・水」を表すという。南九州では，宮崎県国富町の西下本庄遺

跡で確認されているが，これは中世のものである９）。

　古代の墨書土器で「�」が記されたものとしては次のような例が知られている１０）。

　ａ　群馬県群馬町上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡，刻書土師器坏・８世紀前半代

　ｂ　群馬県新田町市野井，須恵器坏，８世紀中葉

　ｃ　千葉県柏市花前Ⅰ・Ⅱ遺跡，土師器坏９点・須恵器坏９点，９世紀中葉

　ｄ　京都府向日市長岡京左京南一条二坊十一町宅地築地塀雨落溝，土師器皿，８世紀末

　ｅ　秋田県千畑町厨川谷地遺跡，土師器坏，１０世紀前半
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これによれば，「�」は，ａのように８世紀前半段階で古代上野国内の先進地帯で用いられ，９世

紀中葉にはｃのように上総国の集落でも用いられていた。また，五芒星を用いた祭祀は，ｅのよう

に１０世紀前半，出羽国の払田柵でも行われていた。

　山下克明氏のご教示によれば，８世紀以降の土器に書かれるものは，道教の北辰信仰を象徴する

紋様，さらに邪鬼払いの呪号とされ，中世の木簡には「�天刑星」，「�蘇民将来符」とあることか

ら，天刑星ついで蘇民将来を象徴し，疫病除け，鎮祭に用いられたと考えられるという。
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　土師器９・土師器１０は，口縁部を合わせる形（土師器９が蓋，土師器１０が身）で埋納されていた。

どのような目的で埋納されたものか，いくつかの可能性を探ってみたい。

　口縁部を合わせた形で墨書した坏・�を埋納した例としては，都城や寺院・埋葬遺構を除けば，

東京都町田市綾部原遺跡をあげることができる１１）。これは，１０世紀前半代の須恵器坏を埋納したも

ので，身として用いられた坏の体部外面に（正位と横位の間）「山本」と墨書されている。報告書

では，胞衣容器の可能性と丘陵に対する地鎮行為の一環の可能性を示しているが，土器内部から胞

衣容器を裏付ける物質は検出されなかったという。

　土師器１０は，明らかに埋土とは異なる白っぽい内容物があったため，蔵骨器としての可能性が考

えられたが，内容物を測定してもリンやカルシウムが検出されないことから，これは否定される。

また，胞衣容器の可能性については，脂肪酸分析を行っていないので，否定も肯定もできない。し

かし土師器１０は，高台付土師器�としてはややの部類にはいるものの，口径約１４�，深さ約４�し

かなく，胞衣を納めるには小さすぎると考えられ，胞衣容器的な利用については否定的とならざる

を得ない１２）。

　さて，文献資料から見て，口縁部を合わせた形で墨書した坏・�を埋納するという事例は，『宇

治拾遺物語』に見える１３）。その大意を示すと次のようになる。

　『宇治拾遺物語』「御堂関白御犬清明等奇特の事」巻十四ノ十

　御堂関白（藤原道長）が，法成寺を建立し，毎日御堂に参る際，いつも白い犬を連れていた。あ

る日，いつものように道長が門を入ろうとすると，この犬が門を塞ぐようにして邪魔をする。車を

降りて門をくぐろうとすると，袖を噛んで引き止めようとする。そこで道長は，何かあるのではと

思い，阿倍清明を喚んだ。清明は，「君（道長）を呪詛するものを，道に埋めてあるのです。犬に

は通力があるので，告げたのです」と言い，そして，「ここにある」という所を掘ってみると，５

尺ほどの深さから，「土器を二うちあはせて，黄なる神捻にて十文字にからげ」た状態で見つかっ

た。「ひらいて見れば，中には物もなし。朱砂にて，一文字を土器のそこに書きたる斗」であった。

清明は，懐から取り出した紙を白鷺に変えて，首謀者を探らせたところ，藤原顕光の指示で，道摩

法師が行ったことがわかり，この老法師を本国播磨へ追放した。

　この説話では，口を合わせた土器が呪詛に用いられている。横井竹ノ山遺跡出土の土師器９・土

師器１０については，埋納された土師器９には，「八万」という良好な状態を意味する語が刻書され

ていることから，これらが呪詛に用いられたとするには否定的にならざるを得ない。五芒星が記さ

れていることや，埋納された状態から見て，少なくとも陰陽道と何らかの接点をもつ祭祀に用いら

れたものとすることはできるであろう１４）。
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　陰陽道の祭祀について，筆者は全く知識を持ち合わせていないが，山下克明氏によれば，陰陽寮

官人は８世紀末から山陵の鎮祭・怪異の解謝，さらには個人の除病・延命等のため祓を行う呪術宗

教家としての性格を明らかにしていき，９世紀には自らをさまざまな個別祭祀を執行する司祭者へ

と成長させ，その宗教性を高めていったといい，１０世紀後半までには陰陽寮四等官のみならず暦博

士・天文博士までも呪者・司祭者としての行動をとるようになり，その帯びる官職にかかわりなく

陰陽師と通称されるようになったという。また，陰陽師の基本的職務は，①日時・方忌の勘申，②

怪異占・病事占などの占術，③呪術・祭祀であったという１５）。小坂眞二氏によれば，陰陽道祭は，

９世紀中ごろに本格的な祭祀形成が始まり，１０世紀後半に大きな転換期を迎え，それまで４０件程度

であった陰陽道祭は，鎌倉時代には６０～７０件ほどあったという１６）。

　さて，こうした祭祀の中に，道・堺の祭が含まれていることが知られている。四角四堺祭が最も

有名であるが，この成立は１０世紀のことで，それ以前は神祇官祭祀として道と堺の疫神祭が行われ

ていたという１７）。しかしこのような道や堺の祭祀が，かなり遡る点については，風土記に見えるい

くつかの説話によって知ることができる。『筑後国風土記』逸文によれば，筑前と筑後が一つの国

であった頃，その堺に荒ぶる神がいて，往来する人は半ば生き，半ば死んだ。その神は命尽くしの

神と呼ばれていたが，筑紫君・肥君らが占って，筑紫君の祖先甕依姫を祝として祭ったところ，被

害はなくなったという。また『播磨国風土記』では，託賀郡法太里の「甕坂」について，一説をあ

げ，丹波と播磨の国の境を決めたとき，大甕をこの坂の上に埋めて，国の境にしたという。この２

つの説話に共通するのは，堺と甕である。

　本稿で考察を加えている墨書土師器が出土した横井竹ノ山遺跡は，近世の参勤交代路に面してお

り，鹿児島市と伊集院町・松元町の境界上に位置する（横井は鹿児島市，竹ノ山は伊集院町の地名

である）。鹿児島市は古代の麑島郡，伊集院町・松元町は古代の日置郡であり，この遺跡は，古代

に於いても麑島・日置両郡の堺に位置した可能性が高い。また，薩摩国府から日置郡家を経て麑島

郡家に至る伝使往来路については未詳であるが，近世の参勤交代路が古代以来の道路を踏襲してい

た可能性は充分にある。したがって，この遺跡で，道や堺の祭祀が行われた可能性も考慮に入れる

必要がある。
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　南九州で行われた古代の土器を用いた祭祀・儀礼に関係する遺構の可能性のあるものとして，市

来町安茶ケ原遺跡，姶良町建昌城跡をあげることができる１８）。

　安茶ケ原遺跡は，八房川の河口部を見下ろせる標高２５メートルの安茶ケ原台地で調査され，国府

と日置郡家を結ぶ官道に近接して立地していたと考えられる。不整形をした土抗の中から廃棄され

たかたちで完形に近い１個の坏と２個の�が出土し，坏の底部外面に「日置厨」の墨書があった。

この土抗にはこれ以外にいくつかの破片があったことから，４個体以上が破棄されたと考えられる。

これらはすべて須恵器で，８世紀後半ころのものと考えられるが，完形に近い３個は一括して埋め

られたと考えられ，何らかの祭祀に関わる可能性がある。

　建昌城跡では，南北１．２５�以上，東西１．３５�以上の不整形な土坑の中央部に，甕を内置した壺を

正位で置いた土器埋納遺構が検出されている。これは平安時代のものであり１９），何らかの祭祀に関
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わる可能性がある。

　祭祀に関係する遺物についてもいくつか知られている。まず，人形土製品については，荒神免遺

跡（末吉町）・牧野遺跡（志布志町）・内布遺跡（加世田市）・塞ノ神遺跡・岡野遺跡・津栗野遺

跡・大迫遺跡（菱刈町），馬形土製品については小瀬戸遺跡・宮田ヶ岡瓦窯跡（姶良町），塞ノ神遺

跡・岡野遺跡・津栗野遺跡などで出土している。全国的に見て馬形土製品は水辺の祭祀に関わると

考えられており，こうした祭祀が行われた可能性がある２０）。「�」とならんで陰陽道に関する呪符

とされる「�」がある。これは，九字と呼ばれ，縦に４本，横５本で，「臨・兵・闘・者・皆・

陣・列・在・前」を意味するというが，魔物も迷う迷路で，除災招福の呪符であり，必ずしも縦

４本，横５本ではなく，これより多いこともあれば，「井」のように簡略化して記されることもあ

る２１）。

　鹿児島県市来町島内ムシナの市ノ原遺跡第１地点から２点，東市来町伊作田の犬ケ原遺跡から１

点の九字の刻書土器が出土している。市ノ原遺跡第１地点は９世紀第４四半期～１０世紀前半，犬ケ

原遺跡は１０世紀前半期の遺物が多い。また，金峰町尾下の山野原遺跡からは，９世紀代とされる墨

書土師器の「井多」が１点，「井」が４点，ヘラ書の「井多」が２点，「井」が３点出土しているが，

この遺跡からは「三卜」とヘラ書きされた須恵器小壺も出土していることから，「井」が漢字の井

ではなく九字の簡略体である可能性はかなり高いとすることができる。さらに溝辺町麓の山神遺跡

でも９世紀後半から９世紀末の「井」と刻書された土師器が出土しており，これも九字である可能

性が否定できない。

　また，山川町成川の神方遺跡では，須恵器の壺に「占」の文字の書かれているものが採集されて

いる２２）。これについては，出土状況や現物の所在が分からず，図面・写真等もないため，詳細は不

詳とせざるを得ないが，「占」の字から祭祀に伴うものとすることはできよう。さらに，指宿市敷

領遺跡からは，将棋の駒のような形をした幅１４．６�の，鉄製品が出土していたが２３），最近，これは

簡略化された形の亀卜に用いられたものであり，年代は８世紀後半～９世紀前半期とすることがで

きるという見解が示された２４）。

　以上のように，薩摩国では，９世紀代には，かつての非隼人郡・隼人郡を問わず，土器を用いた

祭祀や亀卜・卜占などが行われていたようであり２５），土師器９・土師器１０もこのような状況の中で

用いられたと考えられる。
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　以上，横井竹ノ山遺跡で出土した３点の墨書土器について，簡単にまとめてみたい。

�　土師器９・土師器１０は，口を合わせ，五芒星を書き，また埋納された状態で検出されており，

明らかに何らかの陰陽道に接点のある祭祀に関わるものとすることができる。

�　この祭祀の主体あるいは対象として「肥道里」なる人物が深く関わっており，これは８世紀に

薩摩に来た肥君一族の末裔の可能性がある。

�　祭祀の種類について，「八万」という良好な状態を意味する語が刻書された土師器が用いられ

ていることから，呪詛の可能性は低いと考えられる。

�　「子」については，年あるいは方位ととらえることが可能である。

�　祭祀について，除災招福あるいは道・堺に関わるものの可能性を考えることができる。
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　愚考をめぐらしたものの，いずれも可能性の範囲を出るものではない。土師器１０の内容物が明ら

かになれば，また新たな展開があろう。また，この遺跡の古代の調査面積はかろうじて残っていた

１００数十�であり，この土器埋納遺構以外に遺構は確認されていないものの，包含層からは１００数十

点の土師器・須恵器の破片が出土していることから，この付近に何らかの古代の遺構が存したと考

えられる。残念ながらこれについてはすでに明らかにし得ないが，類例の調査によって，推測でき

るようになればと思う。

　いずれにしても，土師器９・土師器１０は，陰陽道に何らかの関わりを持つ祭祀に用いられ埋納さ

れたもので，陰陽道的祭祀の地方への伝播を考える上で貴重な事例である点は間違いなく，また平

安時代の南九州の歴史的展開の評価に大きな意味を持つと考えるが，紙幅もつきたので，別稿を期

して擱筆することにしたい。

付記　本稿を成すにあたっては，網田龍生・池畑耕一・石上英一・大平聡・川野和昭・桑波田武

志・坂上康俊・重久淳一・柴田博子・下鶴弘・高島英之・鶴嶋俊彦・乕尾達哉・中村明蔵・野口

実・深野信之・細井浩志・宮下貴浩・森哲也・山下克明・山田邦和の諸氏に御教示を得た。中でも，

高島英之氏には資料の提供をはじめ多くの御教示を得た。記して感謝の意を表する次第である。

１）薩摩国の国名表記に関して，８世紀前半は「薩麻」が正式なものであったが（鎌田元一「律令

制国名表記の成立」門脇禎二編『日本古代国家の展開　上巻』思文閣出版　１９９５年），本稿では，

切り替えの時期が明白でないこと，および煩雑を避けるため，引用史料を除き薩摩国を用いること

にする。

２）板楠和子「古墳時代─倭王の時代」（『新宇土市史　通史編　第一巻　自然原始古代』２００３年）

３）『鹿児島県史　第一巻』（鹿児島県　１９３９年）１６３頁

４）『続日本紀』神亀元年二月甲午条

５）永山修一「８世紀に於ける隼人支配の特質について－薩摩国を中心に－」（『古代文化』（古代

学協会）４４巻７号　１９９２年）

６）試しに六国史や『平安遺文』を調べても「道里」という人名は見あたらない。したがって，

「道里」という人名は，用いられたとしてもきわめて稀であったとせざるを得ない。そこで，先述

したように字の大きさや字配りから言って不自然ではあるが，「肥道田人」の釈読を採用してみる。

そうするとウジ名と人名は，「肥」「道田人」あるいは「肥道」「田人」となる。「田人」については，

『平安遺文』で人名として確認でき，また姶良町の小倉畑遺跡からは「田人」の墨書土器が出土し

ているので問題ないが，「肥道」というウジ名，あるいは「道田人」という人名も管見に触れない。

したがって人名としても，稀な例としなければならない。

７）平川南「墨書土器とその字形」（『墨書土器の研究』吉川弘文館　２０００年）　２６５～２６６頁

８）平川南「「厨」墨書土器論」（『墨書土器の研究』吉川弘文館　２０００年）　１３６頁

９）柴田博子・中野和浩・東憲章「特論二　宮崎県墨書土器集成」（『宮崎県史　通史編　原始・古

代２』１９９７）によれば，国富町西下本庄遺跡では，１個の１４世紀代の土師器坏に，五芒星が１６個以

上，則天文字の「日」が２個以上墨書されていた。

１０）ｃについては，平川南氏の注５論文３００頁。ａ～ｄについては，高島英之「古代東国の在地社
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会と文字」（『古代出土文字資料の研究』東京堂出版　２０００年）２１０～２１１頁。ｅについては，『秋田

魁新報』２００２年５月１０日の記事（但し，筆者は同社ホームページ上の「さきがけｏｎＴｈｅＷｅｂ」で

閲覧）。

１１）都内遺跡調査会綾部原遺跡調査団『綾部原遺跡』（１９９８，１０），林克彦・湯瀬禎彦「東京都町田

市綾部原遺跡検出の祭祀遺構について」（祭祀考古学会『情報祭祀考古』第１５号，１９９９年１０月）

１２）奈良国立文化財研究所学報５２『西隆寺発掘調査報告書』（１９９２年）は，土器埋納遺構に関する

従来の胞衣壺としての理解に対し，疑義を呈している。

１３）高島英之注９論文２０８～２０９頁。また，『古事談』巻六「犬，道長に危難を告げること」にも同

様の説話が載せられていることについて，野口実氏・山下克明氏よりご教示を得た。

１４）山下克明氏のご教示による。

１５）山下克明「陰陽師再考」（『平安時代の宗教文化と陰陽道』岩田書院　１９９６年）３７～４０頁

１６）小坂眞二「祭・祓と陰陽道の祭祀部門」（村山修一他編『陰陽道　４　特論』名著出版１９９３

年）４０１～４０２頁

１７）岡田荘司「陰陽道祭祀の成立と展開」（村山修一他編『陰陽道　１　古代』名著出版１９９１年）

１６７～１７１頁

１８）薩摩国分寺の西北隅には土師甕が埋納されており，これは地鎮のためと考えられる。また金峰

町白樫野遺跡，鹿児島市弓場城跡などでは蔵骨器にともなう形で墨書土器が埋納されている事例が

知られる。本稿では，地鎮や葬送に関わるものは除いた。

１９）『建昌城跡』（姶良町教育委員会　２００２年）

２０）新東晃一氏は「南九州における人形・馬形土製品の祭祀形態」（『古代文化』３０巻２号，１９７８

年）の中で，菱刈で出土した人形・馬形土製品に関し，火葬墓との関連とともに荒神祭祀が行われ

たと推定している。『大口市郷土誌　上巻』（１９８１年）６３～６９頁，１０８～１１１頁

２１）平川南注６論文２９９～３０３頁，高島英之注９論文２１０～２１４頁，２７４～２７６頁。

２２）『鹿児島県遺跡地名表』（鹿児島県教育委員会　１９６４年），『山川町史（増補版）』（山川町　

２０００年　２２７頁）。

２３）指宿市教育委員会『敷領遺跡』（１９９７年）

２４）下山覚「鹿児島県指宿市敷領遺跡出土の鉄製品について」（『考古学雑誌』第８７巻第３号　２００３

年）

２５）『日本三代実録』貞観十六年（８７４）七月戊子条に，開聞岳の噴火に関して「之を蓍龜に求む

るに，神，封戸を願ふ」との記事がある。蓍龜の行われた場所については，薩摩国府・大宰府・神

祇官とともに，頴娃郡・揖宿郡など近接郡家の可能性も考えられる。
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　３５０�と狭い範囲での出土であったが，比較的まとまりのある良好な資料が得られた。剥片尖頭

器，ナイフ形石器，石清水型削器等の組成は当遺跡から２�南西に位置する宮ヶ迫遺跡でもみられ

ており，当該期における組成の確実性を補完するものである。

　定形石器，剥片，砕片等を観察すると，技術的に３種類が存在している。１つは縦長剥片を剥離

する技術である。当遺跡においては縦長剥片を素材とした石器が一程量みられる。しかし，これら

の縦長剥片を剥離する過程で剥離される剥片類が見あたらず，これら一連の縦長剥片類は当遺跡に

持ち込まれたものであると評価するのが妥当であると考える。ただし，二次加工時に剥出されたと

みられる剥片�はある程度みられるため，報告者としては当遺跡は縦長剥片を持ち込み，二次加工

を行った場であると評価したい。

　もう一つの技術は寸詰まり剥片を剥離する技術である。根拠となる石核は３８～４２である。また，

考察で紹介した接合資料１，２もみられる。当遺跡には寸詰まり剥片を素材としたナイフ形石器は２

点出土している（１１，１２）。石材は黒曜石であり，この石器に関しては他に砕片等の出土がみられ

ないため他からの搬入品であると考えられる。しかし，石核や接合資料等からは，他にもナイフ形

石器や台形石器の存在が考えられる。

　３つ目の技術は，横長剥片を剥離する技術である。接合資料３により確認された技術で，打面の

一部に自然面を利用するなど瀬戸内技法そのものではないが，山形の打面を意識しており関連は伺

える。

　以上の検討から，当遺跡では，①縦長剥片を持ち込み，二次加工を施す，②石核を持ち込み，寸

詰まり剥片を獲得する，③石核を持ち込み，横長剥片を剥離するという最低３つの行為が確実に行

われていることが指摘できる。

��������	
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　Ⅶ層からは細石器，石鏃，土器が出土している。調査面積は１，４００�ながら，遺物総数が２０，０００

点以上とおびただしい集中がみられ，石材の集中度合いから４２ブロック，１５ユニットに分けられた。

　細石刃核２０３点については剥片，砕片等を多数ともなっており，当遺跡内で製作されたものと判

断される。技術的にはⅠ～Ⅴ類に分類した。型式で考えると，細石刃核には野岳・休場型はみられ

ず，福井型やそれに準ずるもの（Ⅰ，Ⅱ類）がみられる。また，Ⅲ類に分類した船野型細石刃核に

類似した細石刃核，Ⅳ類に分類した小礫を素材とした細石刃核については特定産地の石材との結び

つきが確認された。Ⅴ類については宮崎県阿蘇原上遺跡や福岡県の元岡遺跡などでも福井型細石刃

核に伴って出土しており，両型式は共伴する可能性が非常に高い。縄文時代の開始期の細石刃核に

は少なくとも本遺跡出土の５種類の細石刃核がみられることが確認できた。今後は接合等によりこ

れら細石刃核がどのような一連のテクニックにより製作されるのかを検証する必要がある。

　石鏃については黒色安山岩製が大半をしめ，石核，剥片，砕片等を伴う製作跡が７か所確認され

ており，当遺跡での製作が認められる。作りは非常に丁寧なものが多く，形態は三角形の凹基無茎
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鏃が主流を占める。

　土器は包含層が非常に粘質が強いこともあり，非常にもろいため，ほとんどが土器粒での検出で

あった。昭和６３年度に鹿児島市で調査したときのような特徴を持つものはみられず，調整等の観察

は困難であった。非常に粒が小さいもの等を合わせると，当遺跡にはかなりの土器が存在していた

のではないかということが推察される。

　細石器，石鏃，土器については考察で述べたとおり，報告者としては共伴すると判断している。

また，楔形石器，スクレイパー，石斧等の石器の共伴も生業を考える上で興味深いものである。

��������	


　縄文時代早期については包含層が削平のためあまり残っておらず，遺物も少量にとどまった。そ

の中でも昭和６３年度横井竹ノ山遺跡発掘調査時に確認されていた前平式土器が今回も確認され，削

平以前は当台地に前平期の遺跡が多数存在していたであろうことが予測される。また，今回昭和６３

年度横井竹ノ山遺跡発掘調査時には，層が削平されていたため確認ができなかった押型文土器が確

認され，押型文土器期の遺跡の存在が新たに判明した。

������

　古代については削平のため傾斜面以外はほとんど包含層が残っていなかった。その中で土師器�

が合わせ口状に埋納された遺構は大きな発見であった。上�の「肥道里」の墨書は肥国との関連を

想定させ，江戸時代の官道沿いに位置する当地が更にさかのぼった古代においても何らかの交通の

要所であった可能性を想起させる。また，下�の「�」の墨書は祭祀色を強く感じさせるものであ

る。今後の類例出土，研究等により位置づけがより明確になっていくことを期待したい。時期とし

ては出土遺物からおおむね９世紀第三四半世紀頃と考えられる。
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